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日
本
趾
會
窯
の
組
織
と
蓮
動

中

村

勝

範

　
こ
こ
で
い
う
「
日
本
吐
會
窯
」
は
明
治
三
十
九
年
二
月
二
十
四
日
に
結
成
さ
れ
、
翌
四
十
年
二
月
二
十
二
日
に
そ
の
結
吐
を
禁
止
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
わ
が

國
に
お
い
て
近
代
的
な
吐
會
主
義
政
窯
が
陽
の
目
を
み
、
じ
つ
さ
い
に
活
動
し
た
の
は
こ
の
「
目
本
肚
會
窯
」
が
最
初
で
あ
る
。
本
稿
で
は
日
本
赴
會
蕉
の
威
立

ま
で
の
経
過
、
組
織
、
そ
し
て
運
動
の
三
融
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た
い
。

一
　
日
本
肚
會
黛
成
立
ま
で
の
輕
過

　
わ
が
國
で
近
代
的
な
肚
會
主
義
政
蕪
の
結
成
が
は
じ
め
て
こ
こ
ろ
み
ら
れ
た
の
は
明
治
三
十
四
年
五
月
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
帥
日
禁
止
さ
れ
た
。

そ
の
後
實
践
的
な
杜
會
主
義
者
は
幸
徳
傳
次
郎
、
堺
利
彦
を
中
心
と
す
る
「
李
民
肚
」
（
明
治
．
三
＋
六
年
＋
一
月
か
ら
明
治
三
＋
八
年
＋
月
ま
で
存
績
）

に
あ
つ
ま
り
、
反
戦
準
和
を
さ
け
び
肚
會
主
義
の
啓
蒙
宣
傳
活
動
を
活
澄
に
展
開
し
た
。
こ
の
雫
民
杜
は
財
政
の
窮
乏
か
ら
（
拙
稿
「
李
民
杜
と
そ

の
財
政
事
情
」
『
法
學
研
究
』
第
三
＋
二
巻
第
＋
二
號
）
、
ま
た
當
局
の
き
び
し
い
弾
墜
（
拙
稿
「
耶
民
肚
の
解
散
と
弾
歴
」
『
法
學
砺
究
i
及
川
恒
忠
先
生
追
悼
論

文
集
ー
』
第
三
＋
三
巻
第
二
號
）
そ
の
他
に
よ
り
明
治
三
十
八
年
十
月
九
日
に
解
散
し
た
。

　
こ
の
卒
民
枇
解
散
後
、
祉
會
主
義
者
の
陣
螢
は
キ
リ
ス
ト
教
的
肚
會
主
義
者
と
唯
物
論
的
杜
會
主
義
者
に
二
分
さ
れ
る
。
前
者
は
石
川
三
四

　
　
　
　
日
本
肚
會
黛
の
組
織
と
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
　
（
一
五
二
七
）



　
　
　
日
本
社
會
黛
の
組
織
と
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
　
（
一
五
二
八
）

郎
、
木
下
街
江
、
安
部
磯
雄
ら
が
中
心
と
な
つ
て
明
治
三
十
八
年
十
一
月
十
日
に
月
刊
『
新
紀
元
』
を
創
刊
、
後
者
は
西
川
光
次
郎
、
堺
利
彦
ら

が
中
心
に
な
り
牛
月
刊
『
光
』
を
十
一
月
二
十
日
に
創
刊
し
た
。
日
本
枇
會
窯
は
光
派
す
な
わ
ち
唯
物
論
的
杜
會
主
義
者
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
。

　
以
上
の
概
観
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
明
治
三
十
年
代
も
な
か
ば
を
す
ぎ
る
と
、
當
局
の
墜
迫
さ
え
な
け
れ
ば
杜
會
主
義
政
窯
を
樹
立
で
き
る

状
態
に
あ
つ
た
。
政
煎
で
こ
そ
な
か
つ
た
が
雫
民
杜
二
年
間
の
活
動
は
出
版
（
新
聞
．
書
籍
）
、
遊
読
、
學
術
講
演
、
演
読
會
、
研
究
禽
、
衆
議
院

議
員
候
補
と
し
て
立
候
補
す
る
等
、
一
個
の
杜
會
主
義
政
黛
と
何
等
異
る
と
こ
ろ
の
な
い
仕
事
を
し
て
い
た
。
結
杜
届
さ
え
許
可
さ
れ
る
状
況
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

あ
れ
ば
彼
等
は
た
だ
ち
に
肚
會
主
義
政
窯
を
樹
立
し
た
で
あ
ろ
う
。
「
日
本
杜
會
窯
」
が
明
治
三
十
九
年
二
月
に
誕
生
し
た
の
は
、
こ
の
年
の
は

じ
め
に
政
樺
が
か
わ
り
、
肚
會
主
義
政
窯
の
出
現
を
さ
ま
た
げ
な
い
朕
況
が
う
ま
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
明
治
三
十
八
年
九
月
五
日
、
ポ
ー
ッ
マ
ス
條
約
に
不
満
を
も
つ
群
衆
が
日
比
谷
公
園
に
あ
つ
ま
り
條
約
反
封
を
さ
け
び
、
そ
の
流
れ
は
僥
打
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ま
で
獲
展
し
、
翌
九
月
六
日
に
は
東
京
に
戒
嚴
令
が
し
か
れ
た
。
時
の
内
閣
は
桂
太
郎
内
閣
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
騒
動
の
責
任
を
と
り
十
二
月
二

十
一
日
総
辮
職
し
、
翌
明
治
三
十
九
年
一
月
七
日
に
西
園
寺
公
望
内
閣
が
う
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
桂
退
陣
、
西
園
寺
登
場
を
境
に
し
て
肚
會
主
義
者
に
た
い
す
る
政
府
當
局
の
態
度
が
か
わ
つ
て
く
る
。
西
園
寺
内
閣
は
「
前
内
閣
の
固
晒

（
3
）

家
」
と
ち
が
う
態
度
を
示
す
。
西
園
寺
内
閣
は
成
立
と
同
時
に
、
肚
會
主
義
思
想
取
締
の
新
方
針
を
襲
表
し
、
肚
會
主
義
も
ま
た
世
界
の
一
大
風
潮

で
あ
る
か
ら
、
み
だ
り
に
警
察
力
を
も
つ
て
こ
れ
を
弾
墜
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
穏
健
な
る
も
の
は
宜
し
く
こ
れ
を
善
導
し
、
國
家
の
進
運

に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
あ
ら
し
む
べ
き
で
あ
る
。
ゆ
え
に
肚
會
主
義
者
の
團
髄
と
い
え
ど
も
、
そ
の
政
綱
の
穏
健
な
る
も
の
に
は
政
煎
結
杜
の
自
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

を
許
し
、
も
つ
て
實
際
政
治
の
運
螢
に
資
せ
し
む
る
と
い
う
こ
と
を
新
聞
紙
を
通
じ
て
襲
表
し
た
。
新
方
針
は
た
だ
ち
に
現
實
化
さ
れ
て
い
つ
た
。

　
明
治
三
十
八
年
十
二
月
八
日
（
桂
内
閣
當
時
）
戒
嚴
令
以
後
、
久
し
ぶ
り
に
神
田
三
崎
町
で
ひ
ら
い
た
肚
會
主
義
演
読
會
で
は
西
川
光
二
郎
、
森

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

近
運
手
が
演
読
の
中
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
報
じ
た
『
光
』
の
訳
の
號
に
よ
れ
ば
、
一
月
十
三
日
（
西
園
寺
は
一
月
七
日
に
組
閣
に
芝
匝
兼
房

町
に
ひ
ら
か
れ
た
肚
會
主
義
演
読
會
で
は
演
読
の
中
止
は
お
ろ
か
巡
査
の
臨
監
す
ら
な
か
つ
た
と
「
西
園
寺
内
閣
の
ハ
イ
カ
ラ
振
り
」
を
報
じ
て



ハ
　
ロ

い
る
。
一
月
十
三
日
の
西
園
寺
内
閣
の
こ
の
「
ハ
イ
カ
ラ
振
り
」
を
み
た
光
派
の
樋
口
傳
、
西
川
光
二
郎
は
翌
十
四
日
に
「
日
本
李
民
蕪
」
の
結

　
　
　
　
（
7
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

肚
届
を
だ
し
た
。
日
本
李
民
蕪
の
綱
領
は
た
だ
一
つ
「
普
通
選
學
の
期
成
を
計
る
を
目
的
と
す
」
と
い
う
も
の
で
あ
つ
た
。
綱
領
は
ま
さ
に
こ
の

一
ヵ
條
だ
け
で
そ
れ
以
外
何
も
な
か
つ
た
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
は
日
本
李
民
黛
の
眞
の
中
心
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
を
實
現
さ
せ
る
た
め
に
努
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
つ
た
。

　
日
本
李
民
蕪
の
結
肚
が
許
さ
れ
た
の
を
み
た
堺
利
彦
は
深
尾
詔
と
と
も
に
一
月
二
十
日
、
「
日
本
肚
會
窯
」
の
政
杜
届
を
だ
し
た
。
こ
の
時
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

「
日
本
肚
會
黛
」
は
「
肚
會
主
義
を
主
張
す
」
と
い
う
こ
と
を
綱
領
の
な
か
に
い
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
こ
こ
で
間
題
に

し
て
い
る
「
日
本
枇
會
窯
」
で
は
な
い
。
こ
こ
で
い
う
「
日
本
肚
會
窯
」
は
西
川
・
樋
口
ら
の
日
本
李
民
窯
と
堺
・
深
尾
ら
の
「
日
本
肚
會
黛
」

が
二
月
二
十
四
日
に
合
同
し
て
「
日
本
肚
會
蕪
」
と
し
て
出
襲
し
た
そ
れ
で
あ
る
。
二
蕪
合
同
の
目
的
は
「
只
勤
敵
前
に
在
り
一
指
を
以
て
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

は
一
拳
の
優
れ
に
若
か
ず
、
こ
こ
に
於
て
二
黛
の
合
同
し
て
、
日
本
杜
會
窯
の
大
旗
の
下
に
活
動
」
せ
ん
が
た
め
で
あ
つ
た
。
「
本
黛
は
國
法
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

範
園
内
に
於
て
肚
會
主
義
を
主
張
す
」
と
い
う
の
が
唯
一
の
主
張
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b
b
　
b
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
日
本
手
民
窯
お
よ
び
堺
・
深
尾
ら
の
日
本
肚
會
煎
は
二
月
二
十
四
日
の
「
日
本
肚
會
黛
」
に
い
た
る
せ
ぶ
み
の
段
階
で
あ
つ
た
。
し
た
が
つ
て

日
本
李
民
裳
の
綱
領
は
「
批
會
主
義
」
の
文
字
を
ど
こ
に
も
つ
か
わ
ず
普
通
選
學
の
期
成
を
は
か
る
と
い
う
自
由
主
義
・
民
主
主
義
的
要
求
を
か

か
げ
て
い
た
。
こ
の
段
階
で
結
黛
成
功
を
み
て
と
つ
た
杜
會
主
義
者
ら
は
日
本
李
民
黛
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
「
肚
會
主
義
ヲ
主
張
ス
」
と

い
う
「
杜
會
主
義
」
を
看
板
に
す
る
政
黛
の
實
現
の
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
を
こ
こ
ろ
み
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
成
功
し
た
と
き
彼
等
は
勇
氣

を
も
つ
て
合
同
「
日
本
杜
會
窯
」
へ
と
踏
み
き
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
合
同
「
日
本
肚
會
黛
」
の
「
國
法
の
範
園
内
に
於
て
杜
會
主
義
を
主
張
す
」

と
い
う
「
國
法
の
範
園
内
」
と
い
う
規
定
は
今
日
か
ら
み
る
と
何
か
安
協
的
な
臭
昧
を
も
つ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
「
國
法
の
範

園
内
」
の
肚
會
主
義
の
「
主
張
」
は
明
治
三
十
年
代
に
お
い
て
は
き
わ
め
て
正
常
な
思
想
で
あ
り
行
動
で
あ
つ
た
。
革
命
的
肚
會
主
義
は
こ
れ
か

ら
一
年
後
で
な
い
と
わ
が
國
の
思
想
界
、
實
践
運
動
の
面
に
登
場
し
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
日
本
杜
會
窯
の
組
織
と
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
　
（
一
五
二
九
）



日
本
肚
會
黛
の
組
織
と
運
動

二
六

（
一
五
三
〇
）

（
1
）
　
荒
畑
塞
村
氏
は
卒
民
鮭
時
代
に
、
こ
の
「
當
時
の
指
導
者
は
こ
れ
だ
け
の
具
髄
的
な
勢
力
を
有
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
結
束
組
織
し
て
一
定
の
綱
領
、
方
針
、

　
政
策
の
も
と
に
現
實
的
な
政
治
運
動
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
、
い
か
な
る
努
力
を
も
試
ろ
み
な
か
つ
た
」
（
『
塞
村
自
傳
』
論
雫
肚
、
昭
和
三
＋
五
年
六
月
、
七
八

　
頁
）
と
不
満
を
の
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
も
し
も
卒
民
杜
の
指
導
者
が
杜
會
主
義
政
窯
を
組
織
し
て
い
た
ら
李
民
肚
約
二
年
間
の
生
命
が
保
て
た
か
ど
う
か
疑
問

　
で
あ
る
。
明
治
三
十
四
年
五
月
の
杜
會
民
主
窯
が
禁
止
さ
れ
た
の
は
「
肚
會
主
義
は
近
年
濁
逸
に
於
て
大
分
盛
ん
に
な
つ
て
來
た
よ
う
で
あ
る
が
、
濁
逸
皇
帝
は

　
極
力
之
を
排
斥
し
て
居
ら
れ
る
か
ら
、
我
國
も
同
一
方
針
を
取
る
の
が
適
當
で
あ
る
と
思
ふ
。
兎
に
角
目
本
に
於
て
肚
會
主
義
を
宣
傳
す
る
の
は
時
機
街
早
で
あ

　
る
」
と
い
う
末
松
謙
澄
内
務
大
臣
の
確
信
に
よ
つ
た
も
の
で
あ
つ
た
（
安
部
磯
雄
「
明
治
三
十
四
年
の
肚
會
民
主
黛
」
、
改
造
肚
『
肚
會
科
學
』
第
四
巻
第
一
號

　
所
牧
）
。
杜
會
主
義
者
に
た
い
す
る
桂
内
閣
の
「
固
随
家
」
た
ち
（
『
原
敬
日
記
』
第
二
巻
、
乾
元
肚
、
昭
和
二
＋
六
年
一
月
、
三
五
三
頁
）
の
政
策
は
伊
藤
内
閣

　
當
時
と
す
こ
し
も
か
わ
つ
て
い
な
い
（
伊
藤
首
相
は
五
月
二
日
に
僻
表
を
捧
呈
し
、
六
月
二
日
に
桂
内
閣
が
誕
生
し
て
い
る
）
。
ま
た
筆
者
は
耶
民
肚
時
代
、
幸

　
徳
・
堺
ら
は
反
戦
と
肚
會
主
義
の
た
め
の
演
読
會
を
ひ
ら
く
と
き
最
初
の
一
年
間
は
杜
會
主
義
協
會
の
看
板
で
開
催
し
李
民
肚
の
看
板
は
か
か
げ
な
か
つ
た
こ
と

　
を
の
べ
た
。
つ
ま
り
李
民
杜
は
實
践
活
動
を
な
る
べ
く
さ
け
た
。
同
一
の
中
味
を
肚
會
主
義
協
會
と
李
民
肚
と
い
う
二
つ
の
看
板
を
か
か
げ
、
そ
の
一
方
の
看
板

　
だ
け
で
活
動
し
、
他
方
の
看
板
を
か
か
げ
る
と
き
は
波
風
を
た
て
な
か
つ
た
。
こ
の
方
法
は
杜
會
主
義
協
會
が
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
て
後
、
な
お
一
年
間
李
民
肚
を

　
存
績
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
拙
稿
「
卒
民
杜
の
解
散
と
弾
塵
」
）
。
杜
會
主
義
協
會
も
耶
民
杜
も
ぬ
き
に
し
て
肚
會
主
義
政
糞
を
結
成

　
し
、
實
幾
活
動
し
よ
う
と
す
れ
ば
た
だ
ち
に
禁
止
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
　
こ
の
日
「
新
聞
紙
雑
誌
の
取
締
に
關
す
る
件
」
〔
勅
令
二
〇
六
號
〕
が
公
布
さ
れ
、
緊
急
勅
令
と
し
て
皇
室
の
尊
嚴
の
冒
濱
・
政
髄
の
憂
革
・
朝
憲
素
飢
に
關

　
す
る
事
項
を
記
載
す
る
新
聞
・
雑
誌
を
取
締
る
こ
と
に
な
つ
た
。
卒
民
肚
の
機
關
紙
『
直
言
』
は
肚
説
で
、
焼
打
騒
動
の
責
任
が
政
府
に
あ
る
と
い
う
「
政
府
の

　
猛
省
を
促
す
」
を
か
か
げ
、
こ
れ
が
た
め
嚢
行
停
止
を
う
け
た
。

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

前
揚
『
原
敬
目
記
』
第
二
巻
三
五
三
頁

荒
畑
塞
村
『
日
本
肚
會
主
義
浬
動
史
』
（
毎
日
新
聞
肚
、
昭
和
二
＋
三
年
＋
月
4
二
一
三
頁

「
同
志
の
蓮
動
」
の
な
か
の
「
肚
會
主
義
演
説
會
」
（
『
光
』
第
一
巻
第
四
號
、
明
治
三
＋
九
年
一
月
一
日
）

「
同
志
の
運
動
」
の
な
か
の
「
肚
會
主
義
演
説
會
」
（
『
光
』
第
一
巻
第
五
號
、
明
治
三
十
九
年
一
月
二
十
日
）

「
同
志
の
運
動
一
の
な
か
の
「
日
本
卒
民
黛
の
政
肚
届
」
（
『
光
』
右
同
號
）

西
川
生
一
“
日
本
耶
民
蕪
生
る
」
（
『
光
』
第
一
巻
第
六
號
、
明
治
三
十
九
年
二
月
五
目
）

『
光
』
右
同
號
の
英
丈
記
事
（
題
名
な
し
）

『
肚
會
主
義
者
沿
革
』
上
巻
（
明
治
四
十
一
年
七
月
P
内
閣
警
保
局
編
？
、
近
代
日
本
史
料
會
刊
）
六
〇
頁



（
1
1
）
　
「
日
本
杜
會
黛
生
る
」
（
『
光
』
第
一
巻
第
八
號
、
明
治
三
十
九
年
三
月
五
日
）

（
12
）
　
「
日
本
吐
會
窯
々
報
」
（
『
光
』
右
同
號
）

（
1
3
）
　
日
本
卒
民
黛
お
よ
ひ
堺
・
深
尾
ら
の
日
本
肚
會
黛
は
合
同
「
日
本
肚
會
黛
」
の
せ
ぶ
み
で
あ
つ
た
こ
と
を
荒
畑
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
謹
言
し
て
い
る
。
す
な

　
わ
ち
「
そ
こ
で
一
月
中
旬
、
同
志
は
瀬
ぶ
み
と
し
て
『
普
通
選
墾
の
期
成
』
を
目
的
と
す
る
日
本
李
民
黛
を
結
成
し
、
つ
づ
い
て
『
國
法
の
範
園
内
で
杜
會
主
義

　
を
主
張
す
』
る
目
本
肚
會
糞
を
組
織
し
、
そ
し
て
二
月
下
旬
、
豫
定
の
計
書
疋
從
つ
て
爾
黛
の
合
同
か
お
こ
な
わ
れ
て
目
本
に
は
じ
め
て
公
然
た
る
肚
會
糞
が
出

　
現
し
た
の
で
あ
る
」
（
前
掲
『
塞
村
自
傳
』
二
一
七
頁
）

二
　
日
本
肚
會
蕪
の
組
織

　
日
本
批
會
蕪
が
結
成
さ
れ
た
の
は
二
月
二
十
四
日
で
あ
つ
た
。
『
時
事
新
報
』
が
「
我
國
の
肚
會
主
義
者
は
從
來
政
窯
と
し
て
存
立
す
る
こ
と

を
禁
ぜ
ら
れ
し
が
新
内
閣
に
至
り
て
政
府
の
方
針
一
攣
し
た
る
に
よ
り
此
度
國
法
の
範
園
内
に
於
て
肚
會
主
義
を
主
張
す
と
云
ふ
綱
領
に
て
改
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

て
政
肚
届
を
差
出
し
今
同
愈
々
日
本
肚
會
蕪
と
し
て
存
立
す
る
に
至
り
云
々
」
と
い
う
簡
箪
な
記
事
を
の
せ
た
の
は
結
窯
後
十
日
も
た
つ
て
か
ら

で
あ
る
。
時
期
ず
れ
の
簡
軍
な
記
事
は
二
つ
の
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
に
示
唆
し
て
く
れ
る
。
一
つ
は
「
新
内
閣
に
至
り
て
政
府
の
方
針
一
攣
し
た
る

に
よ
り
」
日
本
肚
會
黛
が
う
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
肚
會
主
義
政
黛
は
、
西
園
寺
内
閣
を
ま
た
な
け
れ
ば
・
て
の
産
聲
を
あ
げ
る
こ

と
が
不
可
能
だ
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
は
結
窯
後
、
十
日
も
た
つ
て
、
し
か
も
小
記
事
で
取
扱
わ
れ
た
こ
と
は
な
ん
と
い
つ
て
も
當
時

の
肚
會
主
義
勢
力
の
微
力
を
雄
辮
に
物
語
つ
て
く
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
難
を
念
頭
に
お
い
て
以
下
、
日
本
祉
會
蕪
の
實
態
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。

　
窯
員
た
る
た
め
に
は
「
本
蕪
は
國
法
の
範
園
内
に
於
て
肚
會
主
義
を
主
張
す
」
壷
則
第
一
條
）
と
い
う
日
本
杜
會
窯
の
「
目
的
に
賛
成
し
評
議

員
の
承
認
を
経
」
（
薫
則
第
二
條
）
な
く
て
は
な
ら
な
か
つ
た
。
蕪
本
部
は
最
初
、
東
京
市
神
田
匿
三
崎
町
三
丁
目
一
番
地
に
お
か
れ
量
則
第
三
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
ち
八
月
二
十
六
日
よ
り
本
郷
匠
千
駄
木
林
町
二
三
〇
の
凡
人
肚
内
へ
移
し
た
。
役
員
と
し
て
評
議
員
十
三
名
、
幹
事
三
名
が
お
か
れ
（
掌
則
第
四

條
）
、
窯
費
は
月
五
鏡
（
黛
則
第
七
條
）
で
あ
つ
た
。

　
　
　
日
本
肚
會
蕪
の
組
織
と
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
　
　
（
一
五
三
一
）



　
　
　
日
本
杜
會
蕪
の
組
織
と
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
　
　
（
一
五
三
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
四
日
の
結
成
大
會
へ
あ
つ
ま
つ
た
も
の
わ
ず
か
に
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
名
、
こ
こ
で
十
三
名
の
役
員
を
選
出
し
た
。
こ
の
結
成
大
會
に
は

襯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
リ
ス
ト
教
派
の
肚
會
主
義
者
は
参
加
し
な
か
つ
た
。
ま
さ
に
貧
弱

の窯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
つ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
派
の
木
下
荷
江
は
日
本
肚
會
蕪
に
多
大
の

入　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
待
を
よ
せ
な
が
ら
も
、
な
お
「
其
量
に
於
て
其
質
に
於
て
共
に
貧

表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

漸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弱
を
免
」
れ
な
い
と
ぞ
た
．
護
員
モ
て
撃
の
堺
利
彦
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
汝
の
許
議
員
を
瞼
せ
よ
、
竹
内
飴
所
次
郎
は
一
個
の
藥
謝
師
に
非
ず
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
千
代
彦
は
一
個
の
活
版
職
工
に
非
ず
や
、
齋
藤
象
次
郎
は
一
個
の
錺
職
人

　
に
非
ず
や
、
寺
内
久
太
郎
も
亦
一
個
の
金
物
職
人
に
非
ず
や
、
深
尾
詔
は
小
學
校
教
員
た
り
し
者
な
り
。
森
近
蓮
李
は
縣
廃
の
馬
官
た
り
し
者
な
り
。
髄
口
傳
は
僅

　
か
に
書
豊
類
の
販
費
を
以
て
其
口
を
糊
せ
し
者
な
り
。
堺
利
彦
、
山
口
義
三
、
西
川
光
次
郎
の
如
き
は
未
だ
黄
口
の
一
書
生
に
過
ぎ
ず
。
田
添
鐵
二
、
加
藤
時
攻
郎
、

　
片
山
潜
の
如
き
、
鰍
米
に
留
學
L
て
高
等
の
教
育
を
受
け
、
現
に
相
感
の
地
位
を
有
す
る
者
な
き
に
非
ず
と
錐
も
、
通
じ
て
之
を
観
れ
ば
實
に
貧
弱
の
観
な
き
を
得
ず
。

　
　
更
に
進
ん
で
試
に
汝
の
窯
員
な
る
者
を
楡
せ
よ
。
人
力
車
夫
あ
り
、
ヨ
カ
く
飴
屋
あ
り
、
職
工
あ
り
、
書
生
あ
り
、
失
業
者
あ
り
、
居
候
あ
り
、
兵
卒
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
小
作
人
あ
り
、
郵
便
局
員
あ
り
、
而
し
て
其
籔
未
だ
千
に
だ
も
達
せ
ざ
る
に
非
ず
や
。
之
を
貧
弱
と
許
せ
ず
し
て
將
何
と
か
云
は
ん
や
。

　　　f
年月目 礁数購縮 残黛員

39．5．5 83 83

5．20 37 120

6．5 2 118

6．20 6 112

7．5 13 3 122

8．20 9 1 130

9．15 13 5 138

9．25 13 1 150

10．15 8 2 156

11．15 11 1 166

12．15 3 3 166

40．1．20 4 1 169

計 194 25 169

と
い
つ
た
。
ま
こ
と
に
貧
弱
な
日
本
肚
會
黛
で
は
あ
つ
た
が
、
こ
れ
が
わ
が
國
で
は
じ
め
て
生
れ
た
肚
禽
主
義
政
蕪
で
あ
る
。
堺
は
「
其
数
未
だ
干

に
も
達
せ
ざ
る
に
非
ず
や
」
と
結
黛
約
二
ヵ
月
後
に
の
べ
て
い
る
が
、
じ
つ
は
こ
の
こ
ろ
の
日
本
肚
會
窯
は
ま
だ
百
名
の
黛
員
を
も
た
な
か
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
日
本
肚
會
窯
は
そ
の
結
杜
が
禁
止
さ
れ
る
ま
で
の
あ
い
だ
に
、
途
中
で
脆
窯
創
除
し
た
も
の
を
い
れ
一
九
四
名
が
入
窯
し
た
だ
け
で
あ
る
。
入

蕪
の
欣
況
を
第
一
表
に
よ
り
検
討
し
て
み
る
と
、
結
黛
三
ヵ
月
で
全
入
黛
員
の
約
六
割
彊
一
二
〇
名
が
入
蕪
し
、
そ
の
後
八
ヵ
月
で
七
四
名
を
獲

得
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
途
中
の
腕
窯
・
削
除
・
取
消
を
の
ぞ
け
ば
臼
本
肚
會
窯
が
結
杜
禁
止
を
う
け
る
一
ヵ
月
前
の
現
有
蕪
員
は
公
表
一
六
九
名



第二表　府縣別窯員敷（敷字は蕪員数）

一
東
　
　 京　　78 長　　崎　　5 神　　戸　　2 茨　　城　　1 廣　　島　　1

神奈川　17 福　　島　　5 富　　山　　2 群　　馬　　1 宮　　城　　1

北海道　　9 岡　　山　　5 宮　　崎　　2 山　　梨　　　1 静　　岡　　1

栃　　木　　8 福　　岡　　4 山　　口　　2 岩　　手　　　1 奈　　良　　1

大　　阪　　6 埼　　玉　　4 兵　　庫　　2 高　　知　　　1 布　　嘘　　1

千　　葉　　6 長　　野　　3 輻　　井　　2 三　　重　　　1

愛　　知　　6 熊　　本　　3 石　　川　　1 山　　形　　1

岐　　阜　　5 青　　森　　3 和歌山　　1 徳　　島　　1 合　　計　194

日
本
杜
會
窯
の
組
織
と
蓮
動

で
あ
つ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
こ
の
入
黛
者
を
府
縣
別
に
み
る
と
第
二
表
の
よ
う
に
な
る
。
東
京
府
の
七
八
名
が
最
高
で
、
つ

い
で
神
奈
川
縣
の
一
七
名
、
北
海
道
の
九
名
、
栃
木
縣
八
名
（
う
ち
足
尾
銅
山
四
名
）
と
つ
づ
い
て

い
る
（
脆
堂
∵
削
除
・
取
清
も
ふ
く
む
）
。

　
二
百
名
前
後
の
黛
員
で
は
あ
ま
り
に
も
す
く
な
す
ぎ
る
が
、
一
つ
の
理
由
と
し
て
當
時
の
治
安

警
察
法
が
わ
ざ
わ
い
し
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
治
安
警
察
法
に
よ
れ
ば
、
公
私
學
校
の
教

員
、
生
徒
、
神
官
僧
侶
、
婦
人
、
未
成
年
者
は
政
肚
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
日
本
肚
會
黛

は
こ
の
旨
を
入
窯
渤
誘
の
な
か
で
は
つ
き
り
記
入
し
て
い
た
し
、
た
と
え
ば
未
丁
年
者
の
故
を
も

つ
て
創
除
し
た
例
も
あ
る
。
亭
民
肚
時
代
の
杜
會
主
義
運
動
を
陰
に
陽
に
支
持
し
て
い
た
も
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

キ
リ
ス
ト
教
牧
師
と
か
寺
の
佳
職
、
教
師
、
學
生
、
婦
人
と
い
つ
た
階
暦
が
多
か
つ
た
。
こ
う
い

つ
た
階
暦
の
人
々
は
治
安
警
察
法
に
ふ
れ
て
入
窯
し
え
な
い
こ
と
は
た
し
か
に
日
本
肚
會
黛
の
黛

員
を
制
限
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
黛
員
歎
は
あ
ま
り
に
も
す
く
な
い
。

　
日
本
杜
會
窯
が
禁
止
さ
れ
て
一
年
後
の
當
局
の
調
査
に
よ
る
と
、
明
治
四
十
一
年
七
月
頃
の
わ

が
國
の
杜
會
主
義
者
は
四
六
〇
名
（
外
國
在
留
者
を
除
く
）
で
、
こ
の
う
ち
三
六
二
名
は
何
ら
見
る
べ

き
行
動
の
な
い
者
で
、
重
要
人
物
は
九
八
名
で
あ
り
、
絡
人
員
の
二
割
一
分
に
す
ぎ
な
い
と
報
告

　
　
　
（
7
）

し
て
い
る
。
こ
の
當
局
の
数
字
は
、
日
本
肚
會
黛
當
時
の
窯
員
歎
と
比
較
す
る
と
二
・
三
倍
の
藪

で
あ
る
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
蓮
動
が
活
濃
に
な
つ
た
か
ら
に
も
よ
ろ
う
が
（
四
士
一
年
七
月
の
調
査
で

は
五
三
二
名
に
ふ
え
て
い
る
）
法
の
制
限
に
よ
り
箆
…
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
教
員
、
神
官
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
　
（
一
五
三
三
）



　
　
　
日
本
杜
會
窯
の
組
織
と
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
　
　
（
一
五
三
四
）

信
侶
、
未
丁
年
者
、
婦
人
等
が
肚
會
主
義
者
の
仲
間
に
加
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
や
は
り
そ
の
勢
力
は
あ
ま
り
に
も
小
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
手
民
肚
時
代
の
週
刊
『
李
民
新
聞
』
お
よ
び
週
刊
『
直
言
』
は
李
均
し
て
毎
號
約
四
千
部
襲
行
し
て
い
た
。
『
光
』
お
よ
び
日
本
肚
會
蕪
の
機

關
紙
『
李
民
新
聞
』
（
目
刊
）
の
襲
行
部
藪
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
李
民
肚
が
弾
墜
の
な
か
で
も
毎
號
約
四
干
部
の

機
關
紙
を
襲
行
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
西
園
寺
内
閣
の
温
和
な
政
策
の
も
の
で
は
そ
れ
以
下
で
あ
つ
た
は
ず
が
な
い
と
い
う
豫
測
も
可
能
で
あ

ろ
う
。
日
本
肚
會
黛
を
支
え
た
力
は
決
し
て
公
表
二
百
名
前
後
の
黛
員
だ
け
で
あ
つ
た
は
ず
が
な
い
。
日
本
肚
會
黛
は
「
表
面
の
蕪
員
数
二
百
名

位
で
あ
つ
た
が
、
こ
れ
は
種
々
の
事
情
で
名
を
出
す
事
を
渾
っ
た
人
が
多
か
つ
た
爲
め
で
あ
る
。
然
し
實
際
の
勢
力
と
し
て
は
侮
る
べ
か
ら
ざ
る

　
　
　
　
　
（
9
）

も
の
が
あ
っ
た
」
と
當
時
の
黛
員
は
警
覗
廃
が
東
京
の
各
新
聞
杜
に
襲
表
し
た
藪
字
と
白
柳
秀
湖
の
記
録
を
引
用
し
て
詮
言
し
て
い
る
。
警
親
靡

の
襲
表
に
は
肚
會
主
義
者
の
藪
に
つ
い
て
「
精
確
な
数
は
容
易
に
算
出
さ
れ
ね
ど
、
雑
と
積
つ
て
此
主
義
者
全
國
に
二
萬
五
千
。
其
中
最
も
多
き

が
東
京
、
次
ぎ
が
栃
木
、
紳
奈
川
、
そ
れ
か
ら
東
北
。
東
京
の
分
を
分
類
す
れ
ば
総
計
一
萬
四
千
の
中
、
螢
働
者
が
三
千
二
百
、
學
生
が
七
千
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

百
、
政
客
五
十
、
軍
人
百
八
十
、
宗
教
家
六
十
、
司
法
官
十
、
馨
師
四
十
五
、
外
二
百
名
は
不
明
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
白
柳
の
著
書
に
は
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

潜
勢
力
の
大
き
か
つ
た
事
は
、
或
は
警
覗
靡
の
調
査
以
上
で
は
な
か
つ
た
か
と
思
わ
れ
る
と
あ
る
。
警
覗
聴
の
焚
表
、
白
柳
の
文
字
に
は
、
ど
こ

か
ら
ど
こ
ま
で
を
肚
會
主
義
者
に
し
た
か
と
問
い
た
く
な
る
ほ
ど
の
誇
張
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
日
本
肚
會
窯
の
も
つ
潜
在
的
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
一
端
は
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
ど
う
い
う
職
業
に
属
す
る
人
々
が
窯
員
で
あ
つ
た
ろ
う
か
。
ま
ず
窯
の
推
進
力
と
な
る
人
々
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
知
識
人
で
あ
つ
た
。
そ
の

こ
と
は
十
三
名
の
評
議
員
の
う
ち
、
岡
、
齋
藤
、
寺
内
の
三
名
が
職
人
で
あ
と
の
十
名
は
す
べ
て
知
識
人
で
あ
つ
た
こ
と
で
も
わ
か
ろ
う
。
黛
員

名
簿
公
表
の
第
｝
同
、
第
二
同
分
で
七
六
名
の
煎
員
の
職
業
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
知
識
人
の
分
類
に
い
れ
ら
れ
て
よ
い
著

述
業
、
雑
誌
・
新
聞
記
者
、
藥
剤
師
、
讐
師
、
酒
造
業
者
と
い
つ
た
職
業
が
目
に
つ
く
。
そ
れ
と
と
も
に
第
二
の
特
徴
と
し
て
七
十
六
名
の
う
ち

近
代
的
工
場
勢
働
者
と
思
わ
れ
る
も
の
は
わ
ず
か
二
名
の
鐵
工
の
み
で
あ
る
と
い
う
黙
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。



　
と
こ
ろ
で
知
識
人
の
う
ち
著
述
業
、
記
者
と
い
う
人
々
で
あ
る
が
、
彼
等
の
大
部
分
は
堺
、
西
川
、
山
口
、
深
尾
、
片
山
、
田
添
、
原
、
大
杉

等
と
い
つ
た
歴
戦
の
肚
會
主
義
者
で
あ
る
こ
と
に
氣
が
つ
く
。
つ
ま
り
彼
等
は
知
識
人
で
あ
り
、
著
述
業
、
記
者
と
い
つ
た
肩
書
を
も
つ
て
い
て

も
、
牛
浪
人
の
身
で
あ
る
。
ま
た
「
日
本
肚
會
窯
に
饒
す
」
の
謹
言
に
あ
る
よ
う
に
錺
職
人
、
ヨ
カ
ヨ
カ
飴
屋
、
失
業
者
、
居
候
等
．
そ
し
て
窯

員
名
簿
に
あ
る
よ
う
に
藝
人
、
人
力
車
夫
等
と
い
つ
た
人
々
は
古
い
制
度
と
と
も
に
ま
さ
に
渡
落
し
つ
つ
あ
る
職
業
の
從
事
者
で
あ
る
。
牛
浪
人

の
知
識
入
と
い
い
、
渡
落
し
つ
つ
あ
る
職
業
の
從
事
者
と
い
い
、
と
も
に
彼
等
は
新
た
に
登
場
し
て
き
た
資
本
主
義
杜
會
の
な
か
で
競
雫
に
う
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

ま
か
さ
れ
た
落
伍
者
や
、
ス
ネ
者
や
不
李
家
で
あ
つ
た
と
い
つ
て
よ
い
。
恐
れ
ず
に
窯
員
名
簿
に
名
を
つ
ら
ね
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
黛
の
主

要
な
る
リ
ー
ダ
：
で
あ
つ
た
人
々
が
落
伍
者
や
ス
ネ
者
や
不
雫
家
で
か
た
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
日
本
杜
會
蕪
の
未
來
を
か
な
ら
ず
し
も

明
る
く
さ
せ
な
い
。
大
衆
の
あ
い
だ
に
堅
い
人
望
を
も
ち
、
安
定
し
た
地
位
に
あ
る
人
々
を
歓
い
て
い
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
上
昇
期
に
あ
る
近
代

工
場
の
螢
働
者
を
組
織
内
に
ほ
と
ん
ど
か
か
え
こ
む
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
と
と
も
に
日
本
肚
會
窯
の
致
命
的
訣
陥
で
あ
つ
た
。
落
伍
者
や

ス
ネ
者
や
不
李
家
の
黛
は
長
期
か
つ
困
難
な
た
た
か
い
の
過
程
に
お
い
て
す
こ
し
で
も
壁
に
ぶ
つ
か
る
と
そ
の
行
動
は
焦
躁
的
と
な
り
い
た
ず
ら

に
破
壊
的
と
な
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
日
本
杜
會
窯
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
方
向
に
す
す
ん
で
禁
止
さ
れ
た
。

　
明
治
三
十
八
年
十
一
月
に
渡
米
し
た
幸
徳
傳
次
郎
を
の
ぞ
き
堺
利
彦
、
西
川
光
次
郎
以
下
歴
戦
の
肚
會
主
義
者
は
第
『
同
窯
員
名
簿
に
ほ
と
ん

ど
そ
の
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
。
露
國
し
た
幸
徳
も
た
だ
ち
に
第
三
同
黛
員
名
簿
（
明
治
三
＋
九
年
七
月
五
日
）
で
入
蕪
し
、
木
下
荷
江
も
】
時
入
蕪
し

　
　
（
B
）

て
い
る
。
山
川
均
が
入
蕪
し
た
こ
と
は
第
五
同
窯
員
名
簿
（
九
月
＋
五
日
）
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。
足
尾
銅
山
の
永
岡
鶴
藏
の
入
黛
は
九
月
二
十
五

日
（
第
六
同
）
の
名
簿
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
永
岡
の
外
に
足
尾
銅
山
か
ら
三
名
入
窯
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
地
方
支
部
に
つ
い
て
み
る
と
、
日
本
肚
會
蕪
結
成
約
二
ヵ
月
後
に
、
毎
月
定
期
に
研
究
會
茶
話
會
等
を
開
き
て
主
義
の
研
究
及
び
傳
道
に
蓋
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

し
つ
つ
あ
る
も
の
と
し
て
左
の
地
方
團
髄
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
曙
會
（
横
濱
市
戸
部
町
三
丁
目
吉
田
只
次
方
）

　
　
　
　
日
本
吐
會
窯
の
組
織
と
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
　
　
（
一
五
三
五
）



　
　
　
　
日
本
杜
會
糞
の
組
織
と
浬
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
　
　
（
一
五
三
六
）

焔
會
（
常
陸
柿
岡
町
小
木
曾
克
堂
方
）

同
胞
會
（
下
野
佐
野
町
近
藤
政
李
方
）

　
い
ろ
は
倶
樂
部
（
岡
山
縣
窪
郡
大
高
村
大
字
老
松
）

澁
茶
會
（
弘
前
市
笹
森
修
一
方
）

　
李
民
倶
樂
部
（
紀
伊
新
宮
町
）

肚
會
主
義
研
究
會
（
紀
伊
串
本
矢
倉
松
太
郎
方
）

北
総
李
民
倶
樂
部
（
下
総
印
幡
郡
八
生
村
坂
宮
傘
助
方
）

神
戸
李
民
倶
樂
部
（
兵
庫
東
出
町
一
ノ
一
六
五
小
松
方
）

　
湘
南
李
民
倶
樂
部
（
横
須
賀
邊
見
四
九
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
届
）

　
そ
の
後
、
多
く
の
地
方
團
髄
が
生
れ
た
。
左
の
諸
團
髄
を
ふ
く
め
て
田
中
惣
五
郎
氏
は
二
十
七
の
地
方
團
髄
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
組
織

の
う
ち
曙
會
、
焔
會
、
同
胞
會
、
い
ろ
は
倶
樂
部
そ
の
他
多
く
の
地
方
團
髄
は
手
民
肚
時
代
か
ら
の
歴
史
を
も
つ
活
動
的
な
團
艦
で
あ
つ
た
。
こ

れ
ら
の
地
方
團
髄
を
基
盤
に
し
て
日
本
肚
會
煎
は
そ
の
方
向
さ
え
あ
や
ま
ら
な
け
れ
ば
大
き
く
襲
展
す
る
可
能
性
を
も
つ
て
い
た
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）ぽ

し
ば
公
表
し
た
。

す
れ
ば
左
の
通
り
で
あ
る

は
第
二
同
報
告
ま
で
で
あ
る
）
。

「
日
本
肚
會
蕪
の
成
立
」
（
『
時
事
新
報
』
明
治
三
＋
九
年
三
月
五
日
）

「
日
本
肚
會
窯
公
報
」
中
の
「
本
部
の
移
韓
」
（
『
光
』
第
一
巻
第
二
十
號
、
明
治
三
十
九
年
九
月
五
日
）

「
日
本
杜
會
窯
の
組
織
」
（
『
新
紀
元
』
第
六
號
、
明
治
三
十
九
年
四
月
十
日
）

一
同
志
（
中
村
註
－
堺
利
彦
）
「
日
本
肚
會
窯
に
饅
す
」
（
『
光
』
第
一
巻
第
＋
一
號
、
明
治
三
＋
九
年
四
月
二
＋
日
）

日
本
肚
會
窯
は
『
光
』
第
一
巻
第
十
二
號
（
明
治
三
十
九
年
五
月
五
日
）
か
ら
『
李
民
新
聞
』
第
二
號
（
明
治
四
十
年
一
月
二
十
日
）
ま
で
窯
員
名
簿
を
し

　
　
　
　
　
　
こ
の
黛
員
名
簿
に
よ
り
日
本
肚
會
黛
の
公
式
入
窯
窯
員
は
ほ
ぽ
わ
か
る
。
そ
の
数
が
一
九
四
名
で
あ
る
。
贅
料
を
か
ね
て
黛
員
名
簿
を
整
理

　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
十
分
な
が
ら
糞
員
の
年
齢
が
記
入
さ
れ
て
い
る
の
は
第
一
同
報
告
だ
け
で
あ
り
、
ま
た
同
様
に
そ
の
職
業
が
記
入
さ
れ
て
い
る
の



　
黛
員
名
簿
　
第
帽
同
報
告
（
『
光
』
明
治
升
九
年
五
月
五
日
　
第
一
巻
第
十
二
號
）

東
　
京
　
錺
　
　
職
　
齋
藤
蒙
次
郎
（
四
十
七
年
）
　
同
　
　
　
同
　
　
　
　
原
　
眞
一
郎
（
二
十
六
年
）

同
活
版
工
岡
千
代
彦
（
三
十
二
年
）
同
同
　
大
杉
榮
（
二
十
三
年
㌧

同
　

著
述
業
堺
利
彦
（
三
十
七
年
）
同
　

人
力
車
夫
野
澤
重
吉
（
四
十
年
）

同
　
　
牛
乳
販
費
業
　
森
近
運
李
（
二
十
七
年
）
　
同
　
　

出
版
業
　
熊
谷
千
代
三
郎
（
二
十
六
年
）

同
　
　
事
務
員
　
安
井
有
恒
　
　
　

同
　
　
牛
乳
販
責
業
　
藤
田
四
郎

同
　
　
　
藥
剤
師
　
竹
内
鯨
所
次
郎
（
四
十
年
）
　
　
同
　
　
　
商
　
　
業
　
小
島
龍
太
郎
（
五
十
五
年
）

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
　
崎
　
順
　
一
（
二
十
四
年
）
　
　
弘
　
　
前
　
　
質
　
　
　
商
　
　
竹
　
内
　
呆
　
七

同
　
筆
商
武
居
俵
十
郎
　
　
東
京
商
業
中
井
菊
太
郎

同
　

雑
　
業
安
仲
逸
李
　
　

同
　

商
　
業
大
島
銀
左
衛
門

同
　
　

藝
　

人
　
岩
本
眞
吾
　
　
　
　
同
　
　

鐵
　

工
　
深
川
新
兵
衛
（
五
十
年
）

同
　
　
金
物
職
　
幸
内
久
太
郎
（
四
十
三
年
）
　
北
海
道
　
會
肚
員
　
宮
本
繁
次
郎

同
　
　

事
務
員
　
松
崎
源
吉
（
三
十
年
）
　

東
　
京
　
校
正
員
　
徳
永
國
太
郎
（
二
十
三
年
）

同
　
　
雑
誌
記
者
　
山
口
義
三
（
二
十
年
）
　
同
　
　
錬
　
鐵
　
岡
部
　
信
（
二
十
一
年
）

同
　
　
　

雑
誌
記
者
　

深
　
尾
　
　
詔
（
二
十
七
年
）
　
　
紳
　

戸
　

鐵
　
　
工
　

牧
野
新
　
一
（
三
十
三
年
）

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
　
　
山
　
　
　
潜
（
四
十
七
年
）
　
　
大
　
　
阪
　
　
新
聞
杜
員
　
　
奉
　
　
井
　
　
　
廻
（
二
十
九
年
）

同
　
　
　
　
田
添
鐵
二
　
　

布
畦
新
聞
業
渡
邊
民
三

同
　
　

歯
科
署
　
吉
瀬
才
一
郎
　
　
　
　
横
　
濱
　
干
物
商
　
雄
谷
天
涯
（
二
十
六
年
）

同
　
　
　
　
　
　
　
並
　
川
　

彰
（
二
＋
六
年
）
　
同
　
　
　
商
店
員
　
小
　
池
　

潔
（
二
＋
六
年
）

同
　
　
書
豊
販
責
業
　
樋
口
　
傳
（
三
＋
七
年
）
　
同
　
　
雑
貨
商
　
藤
本
純
一
（
三
十
二
年
）

同
　
　
新
聞
記
者
　
尾
池
義
雄
（
三
十
年
）
　

越
　
中
　
　
　
　
李
井
吉
太
郎
（
二
十
七
年
）

同
　

署
　
士
加
藤
時
次
郎
（
四
十
年
）
　
越
中
　
　
　
深
井
菊
衣
郎
（
二
十
二
年
）

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
　
丁
　
　
一
（
二
十
四
年
）
　
　
大
　
　
阪
　
　
酒
　
　
　
商
　
　
尾
崎
菊
次
郎
（
二
十
五
年
）

同
　
　
　

雑
誌
記
者
　

西
川
光
衣
郎
（
三
十
一
年
）
　
　
東
　

京
　
　
　
　
　
　

渡
邊
叉
右
衛
門

　
日
本
杜
會
裳
の
組
織
と
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
　
　
二
五
三
七
）



日
本
肚
會
窯
の
組
織
と
蓮
動

同東愛岡　 群大幅東常紀神東石同同同同同同同同横同
　京知山黛馬　岡　　　　　川
　市縣縣員縣阪縣京陸州戸京縣　　　　　　　　濱
　　　　名
　　　　簿
商　農農　 農印救書紙　同署　　事畳　會
　　　　策　　世　製
　　　　二　刷軍　出　　　　　務　　杜
　　　　同　　　士　 氾

　　　　報工官董業　士　員工員　　　　貨

鐸篇詳諮嚢讐蓋燦欝欝奮欝窟鴛桀菖鷺
奨末玄螺難鎭田髪奨眞政責豊異曇奨忠簗妻只佐美

郎吉底次拳吉郎人清郎郎冬一郎吉郎郎良隊郎郎次市郎
　　　　五〇〇〇　　〇
　　　　星芋芋干　芋
　　　　一九二五　 一

　　　　吉ε篶態

青
森
縣

埼
玉
縣

宮
崎
縣

千
葉
縣

愛
知
縣

岡
　
山

横
　
濱

北
海
道

東
　
京

北
海
道

栃
木
縣

同
下
　
総

栃
木
縣

長
野
縣

北
海
道

東
　
京

山
　
梨

農農

商
店
員

獣肥農下硝新
　　　　　聞　料　駄子　　　　　配
馨商　商工達

土
木
請
負
業

第
一
巻
第
十
三
號
）

　
同
　
　
　
事

　
同
　
　
　
廣

　
同

　
同
　
　
　
記

務
員

告
業者

三
四
　
　
　
（
一
五
三
八
）

丹吉水今久坂湯近山降小鈴日早小綾黒加
波川野村番宮淺藤本旗田木笠川川部澤藤
　　　　　　　　　　　　　勘高正守豊眞蘂牛正政俊一轍與次之二通定

作邦重幸郎助作卒馬誠三重八郎助郎衛市
　　　　　　　ノヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ

　ニニ七二　二二三二　　　　三　二
　十十十十　十十十十　　　　十　十
　六八七二五四九一　　年六　年年年年　年年年年　　　　）　年　）　）　）　）　　　）　）　）　）　　　　　　　　　　　　 ）

宮中椎島
田原橋野
　　　鐵
　幸重之

暢吉吉助



長北同東　 岡取市削東山福同東同岐岡名大幅東同同幅

雛籍部婆川肇器農奮舗鷺幕影

事
務
員

養
鶏
業

商

削
除
（
『
光
』
明
治
三
十
九
年
六
月
五
目
　
第
一
巻
第
十
四
號
）

　
　
敏
熊
　
堀
内

取
消
（
『
光
』
明
治
三
十
九
年
六
月
二
十
目
　
第
一
巻
第
十
五
號
）

　
　
　
信
　
渡
邊
叉
右
衛
門
　
福
田
光
太
郎

　
賞
員
名
簿
　
第
三
同
報
告
（
『
光
』
明
治
冊
九
年
七
月
五
日

　
　
　
　
　
幸
徳
傳
次
郎
　
　
　
岐
阜
縣

　
　
　
　
　
木
下
荷
江
　
　
　
山
形
縣

　
　
　
　
　
忍
鶴
太
郎
　
　
　
千
葉
縣

　
　
　
　
　
野
上
豊
治
　
　
　
同

日
本
肚
會
裳
の
組
織
と
運
動

　丑青梶宮島畝河神林鈴内佐丘菊齋佐

　鴛郎祐三輔助雄健謙夫治一夫正郎泉

岩
手
縣

青
森
縣

千
葉
縣

横
濱
市

高
知
縣

名
古
屋
市

幅
井
縣

東
京
市

幅
島
縣

東
京
市

埼
玉
縣

岐
阜
市

三
重
縣

東
京
市

農事活電農　蓮海書事
　　　氣　務版　　　迭産　務　　　製
　員職版　　業業記員

　　　　篁
小小笹山巻佐
1『置倉原避藤

　　定松ハ天和太治治善
　　　　　泉
卒郎郎郎

堀伊市佐津村渡石安近村久封伊
　　　な　川鎧山シ藤離薙藤
？俊敏次太大三伊之太五太□萌
マ

）夫熊郎郎助郎李　、助郎郎郎　甘

　　　　　齋
　　　　　藤
　　　　　豊
東山紳同　太
京・希　郎
市縣縣

佐
久
間
藤
一

　
　
小
泉
由
松

　
　
岩
切
延
壽

　
　
宇
津
宮
卓
爾

　
　
中
山
幸
藏

三
五
　
　
　
（
一
五
三
九
）



日
本
杜
會
黛
の
組
織
と
運
動

埼
玉
縣
　
　

古
谷
萬
吉

削
除
　
深
井
菊
次
郎
　
降
旗
一
誠
　
畝
田
辰
之
助

　
黛
員
名
簿
　
第
四
回
報
告
（
『
光
』
明
治
珊
九
年
八
月
二
十
日
　
第
一
巻
第
＋
九
號
）

徳
島
縣
　
　

小
林
彌
三
郎
　
　
　
廣
島
縣
　
　

根
岸
三
卒

東
京
市
　
　

蜂
岸
正
夫
　
　
　
幅
井
市
　
　

白
崎
會
雄

東
京
市
　
　

座
間
鍋
司
　
　
　
長
崎
市
　
　

田
中
重
藏

脆
麹
　
岐
阜
縣
　
河
合
甲
子
雄

賞
員
名
簿
　
第
五
同
報
告
（
『
光
』
明
治
升
九
年
九
月
＋
五
日

東
京
市

東
京
市

宮
崎
縣

長
崎
縣

奈
良
縣

西細濱光木
本
井

田
井

村

男　仁
ゴ　左　貞
叫　衛
郎肇門深吉

名
古
屋

東
京
市

大
阪
市

岡
山
縣

長
崎
縣

　　　　　箋
石山柴赤石巻
　　田　　第橋川　羽巻廿
　　正
源　太　良號
　　　　　）藏均郎一夫

東
京
市

能
本
縣

東
京
市

北
海
道

埼
玉
縣

長
野
縣

三
六
　
　
　
（
一
五
四
〇
）

小魚西

高住野

明季傳

徳治雄

若星米
林野倉
　　直
浪照衣

江二郎

△
岩
本
新
吾
（
脆
掌
4
吉
瀬
才
一
郎
（
脆
掌
）
櫻
井
松
太
郎
（
脆
窯
）
忍
鶴
太
郎
（
脆
黛
）
白
崎
令
雄
（
未
丁
年
に
付
創
除
）

　
黛
員
名
簿

東
京
市

兵
庫
縣

足
尾
銅
山

同
岡
山
縣

△
木
下
荷

　
裳
員
名
簿

熊
本
縣

東
京
府

第
六
同
報
告
へ
『
光
』
明
治
冊
九
年
九
月
廿
五
日

江

（川岸永西鈴
駿村岡村木
）繁
　　　鶴晴周　之

　助清藏二七

岐
阜
縣

東
京
府

足
尾
銅
山

同
長
崎
市

第
七
同
報
告
（
『
光
』
明
治
舟
九
年
＋
月
十
五
日

植
田
清
之
助
　
　
　
栃
木
縣

座
　
　
間
　
　
勝
　
　
李
　
　
　
　
　
　
　
　
丘
ハ
由
卑
　
縣

　　　　　篁
澁林武五澤巻
　　田十　第谷小誠嵐田甘

作太之次穗擁
　　　　　）助郎助郎束

第
一
巻
第
十
四
號
）

　
大
塚
寛
一

　
縄
本
百
太
郎

東横東
京須京
市賀市

福
岡
縣

北
海
覚

小櫻堀

川井尾

寅仁友

助八治

鮫
島
三
之
助

宮
村
仁
三
郎



佐北宮東　△東
世海城黛鈴京
保道縣京員木市
　　　　名
　　　　簿八

　
小
泉
新

重
へ
脆
黛
）

第
八
同
報
告

　
稻
垣
政
治

　
阿
部
吉
兵

　
深
田
信
太

　
高
　
原
　
常

五
郎
　
　
　
　
東
京
府

川
村
繁
之
助
（
創
除
）

令
光
』
明
治
升
九
年
十
一
月
十
五
日

吉郎衛郎

　
退
賞
（
『
光
』
明
治
滑
九
年
十
一
月
廿
五
目

呉
　
　
　

根
岸
三
李

　
愛
知
縣

　
東
　
　
京

　
岡
山
縣

　
東
　
　
京

第
一
巻
第
廿
八
號
）

土
屋
新
之
助

第
一
巻
第
廿
七
號
）

山
田
春
三
郎

谷
村
伊
八
郎

目
山
忠
三
郎

坪
　
井
　
隆
　
吉

東北紳
　　六　海飛
京道縣

關
　
　
　
一
　
郎

松
崎
恵
四
郎

島
田
李
三
郎

　
　
　
　
賞
員
名
簿
（
『
光
』
明
治
升
九
年
十
二
月
十
五
日
　
第
一
巻
第
三
＋
號
）

　
　
東
　
京
　
　

矢
木
鍵
次
郎
　
　
　
同
　
　
　
　

藤
井
孝
吉
　
　
　
同
　
　
　
　

丸
　
山
　

孝

　
　
脱
厳
著
　
尾
池
義
雄
　
牧
野
新
一
　
關
　
一

郎

　
　
　
　
裳
員
名
簿
（
『
卒
民
新
聞
』
明
治
四
＋
年
一
月
二
＋
日
　
第
二
號
）

　
　
東
京
府
　
　

佐
藤
直
吉
　
　
　
大
阪
府
　
　

刺
賀
犀
作

　
　
熊
本
縣
　

野
中
誠
之
　
　
静
岡
縣
　

金
原
醇
一

　
　
脱
黛
　
　
座
間
　
勝
　
李

（
6
）
　
荒
畑
寒
村
氏
は
傳
道
行
商
の
秘
訣
と
し
て
「
か
ね
て
先
輩
格
の
山
口
孤
剣
か
ら
學
校
、
教
會
、
寺
院
、
署
者
、
辮
護
士
と
い
う
よ
う
な
、
本
を
買
い
そ
う
な

　
家
を
訪
う
て
行
商
す
る
呼
吸
を
教
わ
つ
た
」
（
前
揚
『
塞
村
自
傳
』
九
九
頁
）
と
の
べ
て
い
る
。
ま
た
片
山
潜
は
「
同
志
幸
徳
と
堺
と
が
一
九
〇
三
年
＋
一
月
に
活

　
濃
な
杜
會
主
義
運
動
を
は
じ
め
て
以
來
、
そ
の
考
え
方
が
次
第
に
知
識
階
級
的
か
つ
過
激
的
（
甘
滋
に
9
言
巴
⑳
β
飢
邑
一
〇
巴
）
に
な
つ
て
き
た
。
…
…
多
く
の

　
學
生
が
蓮
動
に
参
加
し
た
の
は
こ
う
い
う
事
情
に
よ
る
」
（
OO
①
冒
国
①
冨
『
魯
日
90
旧
円
げ
Φ
b
斜
び
8
9
0
〈
Φ
9
0
β
叶
貫
匂
曽
℃
き
。
O
注
8
騎
ρ
お
一
〇
〇
。
や
一
〇
ド
）
と

　
記
し
て
い
る
。
荒
畑
氏
、
片
山
の
謹
言
か
ら
肚
會
主
義
蓮
動
に
多
く
の
教
師
、
牧
師
、
曾
侶
、
學
生
そ
の
他
の
知
識
階
級
が
關
心
を
も
ち
、
同
調
し
て
い
た
こ
と

　
が
わ
か
る
。

（
7
）
　
前
掲
『
杜
會
主
義
者
澹
革
』
上
巻
二
〇
頁

（
8
）
　
拙
稿
「
李
民
杜
の
財
政
事
情
」

日
本
肚
會
黛
の
組
織
と
蓮
動

三
七

（
一
五
四
一
）



　
　
　
日
本
杜
會
黛
の
組
織
と
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
　
　
（
一
五
四
二
）

（
9
）
　
吉
川
守
囲
『
荊
逆
星
霜
史
』
（
不
二
屋
書
房
、
昭
和
十
一
年
十
二
月
）
八
六
頁

（
1
0
）
　
田
中
惣
五
郎
『
贅
料
日
本
肚
會
運
動
史
』
巻
二
（
世
界
書
院
、
昭
和
二
十
四
年
）
三
一
頁

（
11
）
　
白
柳
秀
湖
『
績
財
界
大
卒
記
』
（
前
娼
『
荊
逆
星
霜
史
』
八
七
頁
よ
り
引
用
）

（
12
）
　
こ
の
鮎
に
つ
い
て
山
川
均
は
、
は
つ
き
り
と
「
賓
本
主
義
肚
會
の
な
か
で
競
雫
に
ま
け
た
落
伍
者
や
、
ス
ネ
者
や
不
耶
家
が
類
を
も
つ
て
集
ま
つ
て
、
か
つ

　
て
な
氣
焔
を
あ
げ
て
自
己
浦
足
を
求
め
て
い
る
と
い
つ
た
感
じ
を
あ
た
え
ら
れ
た
」
（
『
あ
る
凡
人
の
記
録
』
朝
日
新
聞
肚
、
昭
和
二
十
六
年
四
月
、
三
六
二
頁
）

　
と
の
べ
て
い
る
。

（
1
3
）
　
山
極
圭
司
『
木
下
街
江
』
（
理
論
肚
、
一
九
五
五
年
十
二
月
、
　
一
九
三
頁
）
に
よ
る
と
、
木
下
は
「
日
本
杜
會
糞
の
誕
生
を
喜
び
、
そ
の
蓮
動
に
大
ぎ
な
期
待

　
を
寄
せ
は
し
た
が
、
自
ら
そ
れ
に
参
加
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
が
日
本
祉
會
黛
蕪
員
名
簿
に
ょ
る
と
入
蕪
し
て
い
る
。
第
三
同
黛
員
名
簿
（
明
治

　
三
十
九
年
七
月
五
日
）
で
入
窯
し
、
第
六
同
黛
員
名
簿
（
同
年
九
月
二
十
五
日
）
で
脆
黛
し
て
い
る
。

（
1
4
）
　
「
同
志
の
運
動
」
の
な
か
の
「
各
地
方
の
肚
會
主
義
團
髄
」
（
『
光
』
第
一
巻
第
十
三
號
、
明
治
三
十
九
年
五
月
二
十
日
）

（
1
5
）
　
田
中
惣
五
郎
『
幸
徳
秋
水
』
（
理
論
肚
、
　
一
九
五
五
年
十
月
）
三
四
三
頁

三
　
日
本
杜
會
蕪
の
運
動

　
日
本
杜
會
窯
の
蓮
動
の
な
か
で
も
つ
と
も
積
極
的
で
あ
つ
た
電
車
賃
値
上
反
封
運
動
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
東
京
市
内
の
電
車
を
経
螢
し
て
い
る
東
京
市
街
鐵
道
、
東
京
電
車
鐵
道
、
東
京
電
氣
鐵
道
の
三
肚
は
明
治
三
十
九
年
三
月
、
い
つ
せ
い
に
電
車

賃
を
從
來
の
三
鏡
か
ら
五
鏡
に
値
上
げ
す
る
申
請
を
東
京
府
知
事
と
警
覗
総
監
に
提
出
し
た
。
値
上
間
題
が
お
き
る
十
日
ほ
ど
前
に
結
成
し
た
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

か
り
の
日
本
肚
會
窯
は
た
だ
ち
に
こ
れ
を
と
ら
え
反
封
蓮
動
に
の
り
だ
し
た
。
「
小
な
り
微
な
り
と
錐
も
天
下
の
公
黛
を
自
己
の
所
属
團
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

持
ち
、
意
氣
當
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
の
あ
つ
た
肚
會
主
義
者
の
鼻
先
に
、
こ
は
叉
何
た
る
絶
好
の
闘
孚
題
目
ぞ
や
」
と
い
う
の
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
こ
の
反
封
蓮
動
は
最
初
日
本
杜
會
蕪
だ
け
の
蓮
動
で
は
な
か
つ
た
。
木
下
街
江
の
新
紀
元
派
も
、
國
家
杜
會
黛
の
山
路
愛
山
も
、
自
由
主
義
的

な
政
治
家
田
川
大
吉
郎
、
細
野
攻
郎
ら
も
値
上
げ
に
は
反
封
で
あ
り
、
彼
等
は
日
本
肚
會
蕪
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
反
封
演
読
會
、
反
封
市
民
大
會
を

共
催
し
て
い
る
。
一
つ
の
例
を
と
れ
ば
、
三
月
十
｝
日
の
日
比
谷
公
園
に
お
け
る
市
民
大
會
は
四
者
の
共
催
に
よ
つ
て
ひ
ら
か
れ
、
雨
天
に
も
か



　
　
　
　
　
（
4
）

か
わ
ら
ず
一
干
名
の
市
民
を
あ
つ
め
る
こ
と
が
で
ぎ
た
。
束
髪
の
婦
人
あ
り
、
洋
服
の
學
生
が
あ
つ
た
が
、
多
く
は
印
絆
天
の
螢
働
者
で
あ
つ
た
。

ま
さ
に
廣
範
な
「
市
民
」
を
あ
つ
め
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
大
會
の
會
主
が
山
路
愛
山
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
大
禽
決
議
文
を
内
務
大
臣
に
手
交
す

る
五
名
の
委
員
と
し
て
木
下
街
江
、
細
野
次
郎
、
田
川
大
吉
郎
、
西
川
光
次
郎
、
堺
利
彦
が
え
ら
ば
れ
た
こ
と
と
と
も
に
注
意
し
て
よ
い
。
幅
廣

い
共
同
戦
線
が
は
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
西
園
寺
内
閣
の
も
と
で
よ
う
や
く
に
し
て
生
れ
た
日
本
肚
會
窯
は
、
李
民
肚
以
來
の
地
方
組
織
も
す
で
に
か
な
り
も
つ
て
い
た
。
電
車
賃
値
上

反
封
蓮
動
は
そ
の
蓮
動
の
仕
方
如
何
に
よ
つ
て
は
た
し
か
に
蕪
勢
力
を
飛
躍
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
絶
好
の
機
會
で
あ
つ
た
。
日
本
肚
會
窯
は
、

こ
の
際
は
愼
重
に
事
を
運
ぶ
べ
き
で
あ
つ
た
。
切
角
の
共
同
戦
線
を
自
ら
破
る
よ
う
な
こ
と
は
す
べ
き
で
な
か
つ
た
。
し
か
し
十
一
日
の
市
民
大

會
で
ま
ず
國
家
杜
會
黛
が
日
本
肚
會
窯
の
背
信
行
爲
を
怒
り
、
反
封
蓮
動
か
ら
脆
退
す
る
。

　
そ
の
邊
の
事
情
に
つ
い
て
『
肚
禽
主
義
者
滑
革
』
上
巻
に
つ
ぎ
の
ご
と
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　
電
車
市
民
大
會
ヲ
開
ク
コ
ト
・
シ
タ
ル
モ
形
式
上
ノ
護
企
人
ハ
自
窯
（
中
村
註
－
日
本
杜
會
黛
）
ヨ
リ
之
ヲ
出
サ
ス
國
家
批
會
窯
員
タ
ル
山
路
彌
吉
ヲ
利
用
ス
ル

　
コ
ト
・
シ
タ
リ
然
ル
ニ
山
路
ハ
之
ヲ
毘
ラ
ス
軍
二
値
上
反
封
ノ
意
思
ヲ
静
粛
二
護
表
ス
ル
モ
ノ
ト
考
へ
其
ノ
屈
人
タ
ル
コ
ト
ヲ
諾
シ

　
　
同
三
月
十
］
日
第
一
同
市
民
大
會
ヲ
日
比
谷
公
園
二
開
催
シ
タ
ル
ニ
日
本
肚
會
窯
力
豫
期
二
反
シ
枇
會
主
義
ノ
旗
幟
ヲ
用
フ
ル
ニ
至
リ
タ
ル
爲
獲
企
人
山
路
ハ
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
ノ
窯
旨
二
反
ス
ル
ノ
故
ヲ
以
テ
帥
時
大
會
ヨ
リ
脱
退
シ
云
々

　
こ
の
市
民
大
會
は
肚
會
主
義
の
旗
幟
を
用
い
ず
、
静
粛
な
抗
議
集
會
に
す
る
約
束
で
あ
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
日
本
肚
會
煎
も
國
家
杜
會
蕪
も

新
紀
元
枇
も
自
由
主
義
的
政
治
家
も
同
じ
レ
ベ
ル
で
同
等
の
責
任
に
お
い
て
會
を
共
催
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
し
か
る
に
日
本
肚
會
蕉
は
大
會
開

催
と
同
時
に
自
分
だ
け
突
ぎ
進
み
す
ぎ
て
他
と
の
共
催
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
た
。
そ
の
内
容
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
営
日
は
小
雨
が
降
つ
た
り
止
ん
だ
り
す
る
曇
り
日
で
、
午
前
十
一
時
頃
参
加
者
は
績
々
と
日
比
谷
公
園
の
芝
山
（
今
は
無
い
）
目
ざ
し
て
集
つ
た
。
筆
者
（
中
村

　
註
－
吉
川
守
囲
）
な
ど
も
其
の
時
は
、
洋
樂
に
使
ふ
太
鼓
を
敲
い
て
群
集
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
「
電
車
値
上
反
封
市
民
大
會
」
と
筆
太
に
書
い
た
大
旗
が
ハ
タ

　
　
　
日
本
肚
會
黛
の
組
織
と
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
　
　
（
一
五
四
三
）



　
　
　
日
本
肚
會
糞
の
組
織
と
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
　
　
（
一
五
四
四
）

く
と
勢
よ
く
風
に
ひ
ら
め
い
て
「
値
上
反
封
」
と
誌
し
た
赤
旗
五
六
本
も
、
そ
の
周
園
を
饒
つ
て
旺
ん
に
氣
勢
を
煽
り
立
て
Σ
ゐ
る
。
（
中
略
）

　
其
庭
へ
山
路
が
や
つ
て
來
た
。
彼
は
今
日
の
會
主
で
…
－
あ
る
。
そ
し
て
日
ふ
こ
と
に
は

　
「
君
達
の
や
る
事
は
ど
う
も
粗
暴
で
い
か
ん
。
僕
は
今
麹
町
署
長
と
會
つ
て
静
粛
に
や
る
事
を
誓
つ
て
來
た
。
僕
は
紳
士
で
あ
る
。
誓
つ
た
事
は
反
古
に
は
出
來

ん
。
赤
旗
な
ど
は
皆
な
捨
て
x
、
太
鼓
な
ど
も
敲
か
ぬ
様
に
し
て
貰
ひ
度
い
」

　
（
中
略
）
決
議
文
を
内
務
大
臣
に
手
交
す
る
事
に
決
し
て
解
散
を
宣
し
た
。

　
　
こ
の
時
、
突
然
堺
が
立
ち
上
り
、

　
「
諸
君
、
こ
れ
か
ら
示
威
蓮
動
を
や
ら
う
」

と
煽
動
し
た
。
山
路
は
吃
驚
し
て
、
堺
の
左
手
首
を
キ
ッ
と
捉
へ
て
、

　
「
堺
君
、
君
は
一
髄
何
を
云
ふ
の
だ
。
今
日
の
會
主
は
僕
な
ん
だ
ぞ
！
」

と
叫
ん
だ
。
す
る
と
堺
は
ぬ
か
ら
ず
に
、

　
「
只
今
云
つ
た
こ
と
は
會
主
が
イ
ケ
な
い
そ
う
で
す
か
ら
取
消
し
ま
す
。
然
し
諸
君
が
市
内
を
練
り
歩
く
の
は
自
由
で
す
」

と
や
つ
た
の
で
、

　
「
堺
君
、
そ
れ
ぢ
や
何
に
も
な
ら
ん
ぢ
や
な
い
か
、
ー
だ
か
ら
一
遍
懲
役
に
行
つ
て
來
た
人
間
は
根
性
が
曲
つ
て
ゐ
て
大
嫌
ひ
だ
と
い
ふ
の
だ
」

と
、
山
路
も
柳
か
な
ら
ず
ア
タ
リ
氣
味
の
言
を
吐
い
た
。

　
さ
あ
、
こ
う
な
る
と
今
度
は
同
志
蓬
が
承
知
し
な
い
。
突
然
「
山
路
を
や
つ
つ
け
ろ
」
と
い
ふ
叫
び
が
何
露
か
ら
と
も
な
く
起
つ
て
…
…
山
路
の
足
を
引
張
つ
て

捜
き
づ
り
下
し
、
筆
者
な
ど
も
血
氣
に
ま
か
せ
て
、
持
ち
合
せ
の
太
鼓
の
嬢
で
し
た
x
か
に
彼
の
肩
を
殿
り
つ
け
る
と
い
ふ
騒
ぎ
が
持
上
つ
た
。
「
何
を
面
倒
な
、
畳

ん
で
了
へ
！
」
と
い
ふ
掛
け
聲
が
上
つ
た
途
端
、
互
岩
の
や
う
な
彼
の
盤
は
お
ぞ
く
も
山
下
の
凹
地
に
突
落
さ
れ
、
山
路
は
彊
々
の
態
で
「
モ
ツ
プ
、
モ
ツ
プ
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

叫
び
な
が
ら
…
…
逃
げ
て
行
つ
た
。

日
本
に
お
け
る
肚
會
主
義
蓮
動
は
、
耶
民
肚
に
は
じ
ま
る
が
最
初
そ
れ
は
「
硝
子
張
」
の
、
公
明
正
大
な
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
が
「
今
や
我

々
の
蓮
動
は
、
種
々
な
る
墜
迫
と
妨
害
と
を
受
け
て
、
到
底
從
來
の
形
態
を
保
つ
事
が
出
來
な
く
な
り
ま
し
た
。
四
方
硝
子
張
と
云
ふ
課
に
も
行



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

か
な
く
な
り
ま
し
た
。
一
切
の
脛
螢
劃
策
を
暗
中
に
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
事
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
秘
密
主
義
の
蓮
動
へ
と
韓
換
し
て
い
つ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

は
明
治
三
十
八
年
の
初
頭
か
ら
で
あ
つ
た
。
ま
た
小
兜
病
的
に
身
艦
を
は
つ
て
反
抗
を
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
そ
れ
か
ら
二
、
三
ヵ
月
と
た
た
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

い
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
も
の
で
あ
つ
た
。
い
ず
れ
も
當
局
の
弾
歴
が
蓮
動
を
暗
く
し
、
小
鬼
病
的
に
し
た
最
大
の
原
因
で
あ
つ
た
。
電
車
賃
値
上

反
封
の
東
京
市
民
大
會
で
し
め
し
た
日
本
肚
會
窯
の
槽
謀
術
策
的
な
行
動
の
根
は
す
で
に
深
い
の
で
あ
る
。
當
局
に
い
じ
め
ぬ
か
れ
て
き
た
肚
會

主
義
者
に
と
つ
て
は
運
動
の
静
粛
と
か
公
明
正
大
と
い
う
こ
と
は
ナ
ン
セ
ン
ス
に
思
わ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
彼
等
の
思
想
と
行
動
の
な
か
に
は

す
で
に
紳
士
的
な
約
束
ご
と
な
ど
目
的
の
た
め
に
は
反
古
に
し
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
椹
謀
術
策
的
な
根
が
深
く
お
ろ
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
た

し
か
で
あ
る
。
こ
う
い
う
樺
謀
術
策
は
結
局
同
盟
者
の
信
頼
を
う
し
な
い
、
市
民
大
衆
か
ら
遊
離
す
る
よ
う
な
歌
態
を
招
く
だ
け
で
あ
る
が
。
じ

じ
つ
國
家
肚
禽
裳
は
十
】
日
の
第
】
同
市
民
大
會
で
は
な
れ
て
い
つ
た
。

　
第
一
同
市
民
大
會
の
決
議
に
し
た
が
い
、
そ
れ
か
ら
四
日
後
の
三
月
十
五
日
に
第
二
同
目
の
市
民
大
會
が
日
比
谷
公
園
で
ひ
ら
か
れ
た
。
あ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

ま
つ
た
市
民
は
一
千
五
六
百
名
で
あ
つ
た
。
山
路
愛
山
の
國
家
肚
會
蕪
す
で
に
睨
退
し
、
大
會
は
日
本
肚
會
黛
、
新
紀
元
肚
、
自
由
主
義
的
政
治

家
に
よ
り
共
催
さ
れ
、
禽
主
の
堺
利
彦
訣
席
の
た
め
、
田
川
大
吉
郎
、
加
藤
時
次
郎
の
司
會
で
ひ
ら
か
れ
た
。
あ
く
ま
で
電
車
賃
値
上
げ
に
反
掛

す
べ
き
旨
を
決
議
し
て
静
粛
に
解
散
が
つ
げ
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
も
日
本
肚
會
黛
は
「
電
車
賃
値
上
反
封
」
「
三
鏡
均
］
萬
歳
」
「
大
示
威
蓮
動
」

「
我
々
は
市
會
の
決
議
を
無
覗
す
」
と
大
書
し
、
日
本
肚
會
窯
と
署
名
し
た
四
旋
の
赤
旗
を
た
て
て
い
た
。
解
散
が
つ
げ
ら
れ
る
と
西
川
光
次
郎

が
早
速
煽
動
に
か
か
つ
た
。

機
を
逸
し
て
は
大
攣
と
直
ぐ
と
西
川
が
立
ち
上
り
、
茶
色
の
中
折
晴
を
右
手
に
差
上
げ
、

「
諸
君
、
我
々
は
市
會
の
決
議
を
認
め
ま
せ
ん
。
幸
ひ
本
日
は
市
會
が
開
會
中
だ
さ
う
で
す
。

と
叫
ぶ
。
岡
へ
千
代
彦
）
が
爾
手
を
差
上
げ
て
、

「
諸
君
、
市
會
！
　
市
會
！
」

　
　
日
本
杜
會
糞
の
組
織
と
運
動

こ
れ
か
ら
市
會
へ
出
か
け
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」

四
一

（
一
五
四
五
）



　
　
　
日
本
杜
會
窯
の
組
織
と
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
　
　
（
一
五
四
六
）

　
と
吸
鳴
る
。
群
衆
は
飛
び
上
つ
て
拍
手
喝
采
す
る
。
こ
れ
を
合
圖
に
、
山
口
、
大
杉
、
深
尾
等
が
旗
を
鼻
い
で
疾
風
の
如
く
山
を
下
つ
た
。
（
中
略
）
群
衆
は
わ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
と
賊
聲
を
上
げ
な
が
ら
附
い
て
來
る
。

　
こ
の
デ
モ
は
日
比
谷
公
園
櫻
田
門
を
で
て
か
ら
次
第
に
喧
擾
し
て
電
車
の
進
行
を
と
め
、
あ
る
い
は
電
車
軌
道
に
立
塞
り
、
あ
る
い
は
電
車
に

投
石
し
な
が
ら
、
東
京
市
街
鐵
道
株
式
會
肚
に
迫
り
、
砂
礫
を
と
ば
し
、
窓
硝
子
を
殿
損
し
、
山
下
見
付
を
出
て
外
濠
に
滑
い
、
こ
こ
で
も
電
車

の
進
行
を
と
め
砂
礫
を
と
ば
し
て
、
窓
硝
子
を
穀
損
し
た
。
轄
じ
て
藪
寄
屋
橋
を
わ
た
り
、
東
京
市
街
鐵
道
株
式
會
肚
轍
寄
屋
橋
出
張
所
に
迫
り
、

砂
礫
を
と
ば
し
硝
子
窓
を
殿
損
し
た
。
さ
ら
に
東
京
市
役
所
に
押
寄
せ
土
木
課
お
よ
び
市
匠
改
正
課
な
る
木
造
の
建
物
を
市
會
議
事
堂
と
誤
認
し

同
建
物
に
封
し
て
砂
礫
を
と
ば
L
、
窓
硝
子
を
毅
損
し
つ
い
に
は
玄
關
口
よ
り
闘
入
せ
ん
と
し
て
喧
擾
を
き
わ
め
警
察
力
に
よ
り
よ
う
や
く
門
外

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

に
退
き
同
所
で
解
散
し
た
。

　
こ
の
事
件
で
日
本
杜
會
窯
の
西
川
光
次
郎
、
山
口
義
三
、
樋
口
傳
、
齋
藤
兼
次
郎
、
吉
川
守
囲
、
岡
干
代
彦
、
深
尾
詔
、
大
杉
榮
、
牛
田
一
郎
、

竹
内
蝕
所
次
郎
の
十
名
が
検
學
さ
れ
た
。

　
三
月
十
五
日
に
日
本
肚
會
窯
が
と
つ
た
行
動
は
ど
う
い
う
結
果
を
そ
の
後
の
蓮
動
に
あ
た
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
プ
ラ
ス
の
面
で
は
電
車
賃

の
値
上
げ
が
許
可
さ
れ
な
か
つ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
三
月
二
十
三
日
、
警
覗
総
監
は
内
務
大
臣
の
命
令
に
よ
り
、
値
上
げ
の
理
由
を
是
認
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食
）

ず
と
し
て
願
書
を
却
下
し
た
。
「
市
民
の
勝
利
」
で
あ
り
、
「
日
本
に
お
け
る
赤
旗
の
は
じ
め
て
の
勝
利
」
で
あ
つ
た
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

し
か
し
額
面
通
り
「
市
民
の
勝
利
」
「
赤
旗
の
は
じ
め
て
の
勝
利
」
と
き
め
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
原
敬
内
相
は
「
余
は
到
底
値
上
を
許
可
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
坊
）

べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
と
信
じ
首
相
に
も
既
に
内
議
し
置
」
い
た
と
日
記
に
書
き
ど
ど
め
て
い
る
の
は
三
月
十
七
日
で
あ
る
。
そ
れ
は
た
し
か
に
二

同
に
わ
た
る
市
民
大
會
の
あ
と
で
あ
る
が
、
原
敬
が
市
民
や
赤
旗
に
恐
れ
を
な
し
て
不
許
可
を
決
心
し
た
と
い
う
形
勢
は
ま
つ
た
く
な
い
。

　
他
方
、
マ
イ
ナ
ス
の
面
を
み
る
と
日
本
肚
會
窯
は
成
立
し
て
ま
だ
牛
月
ぐ
ら
い
で
、
有
力
な
活
動
分
子
十
名
を
一
學
に
検
畢
さ
れ
た
こ
と
は
の

ち
に
の
べ
る
よ
う
に
彼
等
の
そ
の
後
の
活
動
を
不
活
濃
な
も
の
に
し
た
。
ま
た
検
撃
で
、
差
入
種
々
、
豫
審
調
書
費
、
入
獄
留
守
宅
見
舞
等
で
三



月
二
十
四
日
か
ら
七
月
三
日
の
三
ヵ
月
蝕
り
で
約
二
百
圓
の
大
金
を
支
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
同
期
間
の
総
支
出
の
約
八
割
五
分
で
あ
り
、
全
牧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
節
）

入
の
約
三
分
の
二
に
あ
た
る
。
こ
れ
ま
た
甚
大
な
損
失
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
、
第
二
同
の
市
民
大
會
を
通
じ
て
日
本
杜
會
黛
は
同
盟
者
か
ら
の
信
用
を
失
つ
た
と
い
う
こ
と
が
も
つ
と
も
大
き
な
打

撃
で
あ
つ
た
。
三
月
十
八
日
に
市
民
大
會
を
ひ
ら
く
こ
と
を
き
め
た
の
が
十
二
日
夜
の
中
央
會
堂
の
反
封
演
読
會
散
會
後
で
あ
つ
た
が
、
こ
れ
は

山
路
愛
山
、
田
川
大
吉
郎
、
山
根
吾
一
、
中
村
太
八
郎
、
木
下
荷
江
に
よ
り
企
叢
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
日
本
肚
會
窯
員
は
襲
起
人
の
な
か
に
一
人
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
π
）

入
つ
て
い
な
い
。
ま
た
十
八
日
の
市
民
大
會
を
し
ら
せ
る
チ
ラ
シ
数
萬
枚
が
市
中
に
配
布
さ
れ
た
が
、
そ
こ
の
文
面
は
左
の
．
こ
と
く
で
あ
つ
た
。

蟹
鑛
裏
喪
大
運
欝

來
る
十
八
日
午
後
一
時
、
上
野
公
園
摺
鉢
山
附
近
に
來
り
、
大
通
り
を
通
過
し
て
日
比
谷
公
園
芝
山
に
到
り
散
會
す

　
　
　
注
　
意

△
運
動
會
は
大
旗
を
先
導
と
し
て
進
行
す
る
こ
と

△
會
衆
は
総
て
赤
色
の
信
號
旗
を
携
帯
す
る
者
の
指
揮
に
從
ひ
進
退
す
べ
き
こ
と

△
戎
器
叉
は
兇
器
を
携
幣
す
る
こ
と
を
得
ず

△
杖
、
旗
、
樂
器
等
の
類
は
携
帯
す
べ
か
ら
ず

△
異
様
の
風
装
を
爲
し
、
叉
は
文
書
圖
書
を
頒
布
し
、
朗
讃
放
吟
等
を
爲
す
べ
か
ら
ず

△
静
穏
を
旨
と
し
安
寧
秩
序
を
鰍
さ
父
る
様
に
心
掛
く
べ
き
こ
と

　
こ
の
チ
ラ
シ
に
こ
ま
ご
ま
と
「
注
意
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
静
粛
を
旨
と
し
安
寧
秩
序
を
飢
さ
ざ
る
よ
う
な
統
一
の
と
れ
た
「
運
動
會
」
を
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
そ
の
「
運
動
會
」
は
静
粛
と
統
一
を
保
と
う
と
努
力
し
て
い
る
黙
で
非
杜
會
窯
的
な
反
封
蓮
動
で
あ
つ
た
。
し
か

し
十
五
日
の
騒
擾
に
よ
り
、
こ
の
十
八
日
の
運
動
會
は
禁
止
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。
非
肚
會
窯
的
な
温
和
な
運
動
も
禁
止
さ
れ
、
よ
う
や
く
盛
り
上

　
　
　
日
本
肚
會
窯
の
組
織
と
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
　
　
二
五
四
七
）



　
　
　
日
本
肚
會
掌
の
組
織
と
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
　
　
（
一
五
四
八
）

つ
た
市
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
な
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
の
は
惜
し
い
こ
と
で
あ
つ
た
。
日
本
肚
會
窯
の
十
五
日
の
煽
動
が
こ
こ
ま

で
影
響
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
電
車
賃
値
上
げ
の
申
請
は
却
下
さ
れ
、
外
観
的
に
は
反
封
運
動
が
成
功
し
た
か
の
、
こ
と
く
み
ら
れ
た
。
し
か
し
蓮
動
の
内
部
に
お
い
て
は
ま
ず

國
家
杜
會
窯
が
脆
退
し
、
つ
い
で
日
本
杜
會
蕪
を
除
外
し
た
反
封
蓮
動
が
國
家
杜
會
窯
、
新
紀
元
肚
、
自
由
主
義
的
政
治
家
に
よ
り
用
意
さ
れ
て

い
つ
た
。
こ
の
こ
と
は
日
本
杜
會
窯
が
も
つ
と
も
エ
ネ
ル
ギ
ヅ
シ
ュ
に
反
封
蓮
動
を
推
進
し
て
き
た
だ
け
に
ま
こ
と
に
惜
し
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

功
を
あ
せ
り
暗
躍
し
た
こ
と
が
失
敗
で
あ
つ
た
。

　
西
園
寺
内
閣
の
文
部
大
臣
牧
野
伸
顯
が
教
育
當
局
者
、
各
學
校
長
な
ら
び
に
教
員
に
、
極
端
な
る
肚
會
主
義
を
鼓
吹
す
る
者
が
あ
る
が
敏
員
生

徒
は
ま
ど
わ
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
と
訓
令
し
た
の
は
六
月
九
日
で
あ
る
。
文
部
省
が
公
然
と
、
肚
會
主
義
者
に
鋤
す
る
禁
墜
方
針
を
襲
表
し
た
の
は
、

こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
一
ヵ
月
後
に
は
閣
議
に
お
い
て
肚
會
黛
に
た
い
す
る
方
針
を
相
談
し
、
い
た
ず
ら
に
結
肚
を
解
散
す
る
よ
う

な
こ
と
は
し
な
い
で
實
際
の
行
爲
を
み
て
か
ら
こ
れ
を
庭
置
す
る
と
い
う
閣
議
決
定
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
桂
前
内
閣
の
固
晒
家
た
ち
が
西
園
寺

内
閣
は
肚
會
窯
を
寛
宥
す
る
と
言
い
鰯
ら
し
て
中
傷
の
具
と
な
さ
ん
と
し
て
い
る
の
で
こ
と
に
こ
の
決
定
を
し
た
の
で
あ
つ
た
。
い
ず
れ
に
し
て

も
政
府
の
封
肚
會
主
義
者
政
策
が
彼
等
の
過
激
な
る
活
動
を
口
實
に
し
て
攣
更
さ
れ
る
段
階
に
き
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
つ
た
。
こ
う
し
た
「
肚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

會
窯
に
封
す
る
政
府
の
弾
歴
漸
く
加
重
し
來
つ
た
情
勢
」
の
な
か
で
、
會
肚
側
は
、
三
肚
の
合
併
を
断
行
し
、
九
月
に
い
た
つ
て
ふ
た
た
び
賃
鏡

値
上
げ
を
申
請
し
た
。
當
然
反
封
蓮
動
は
燃
え
上
つ
た
。

　
　
八
月
一
日
電
車
値
上
認
可
ノ
襲
表
ア
ル
ヤ
堺
利
彦
ハ
避
暑
ヲ
名
ト
シ
テ
小
田
原
二
去
リ
西
川
光
次
郎
等
兇
徒
聚
衆
罪
被
告
人
ハ
保
繹
中
ノ
謹
愼
ヲ
名
ト
シ
テ
蓮
動

　
ヲ
避
ク
ル
等
去
ル
三
月
中
ノ
行
動
二
比
シ
殆
ン
ト
豹
攣
ノ
状
ア
リ
於
厳
乎
日
本
肚
會
窯
ハ
電
車
側
ノ
買
牧
ス
ル
庭
ト
ナ
リ
タ
リ
ト
ノ
風
評
サ
ヘ
傳
ハ
ル
ニ
至
リ
タ
ル

　
ヲ
以
テ
彼
等
鹸
窯
ハ
此
ノ
際
静
止
ノ
態
度
ヲ
執
ル
ハ
誤
解
ヲ
招
ク
ノ
虞
ア
リ
ト
シ
「
電
車
値
上
反
封
意
見
」
ト
題
ス
ル
小
冊
子
叉
ハ
「
電
車
二
乗
ラ
ヌ
同
盟
」
若
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
「
ボ
イ
コ
ッ
ト
蓮
動
」
ト
題
ス
ル
籔
種
ノ
印
刷
物
ヲ
配
布
シ
タ
リ



　
こ
れ
は
當
局
の
秘
密
文
書
に
も
ら
れ
た
文
字
で
あ
る
。
堺
利
彦
が
避
暑
を
名
と
し
て
小
田
原
に
去
つ
た
と
い
う
こ
と
が
事
實
で
あ
る
と
は
思
わ

　
　
（
2
0
）

れ
な
い
が
、
日
本
杜
會
窯
は
た
し
か
に
三
月
の
反
勤
蓮
動
の
よ
う
な
熱
意
を
訣
い
て
い
た
。

　
吐
會
黛
に
於
て
は
、
之
（
中
村
註
ー
値
上
申
請
）
に
封
し
何
等
反
封
蓮
動
の
議
も
起
ら
な
か
つ
た
の
で
、
筆
者
は
當
時
、
郷
里
土
佐
中
村
に
病
氣
静
養
し
て
ゐ
た

幸
徳
に
相
談
の
手
紙
を
出
し
た
。
幸
徳
か
ら
は
折
り
返
し
て
、
貴
兄
は
目
下
保
縄
中
の
身
な
れ
ば
、
そ
の
心
算
に
て
自
重
を
懇
ろ
に
し
、
他
日
に
備
ふ
る
用
意
と
し

　
て
此
際
は
特
に
讃
書
修
養
に
專
念
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
お
勧
め
す
る
と
傳
へ
て
來
た
。

　
　
こ
れ
よ
り
先
、
幸
徳
は
電
車
會
吐
重
役
に
多
籔
の
友
人
が
ゐ
た
の
で
そ
れ
に
買
牧
さ
れ
た
な
ど
の
噂
が
飛
ん
で
ゐ
た
。
無
論
デ
マ
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
盟
）

　
こ
の
問
題
に
封
し
て
幸
徳
に
熱
の
な
か
つ
た
こ
と
だ
け
は
事
實
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
日
本
杜
會
窯
が
「
豹
攣
」
し
た
と
か
「
何
等
反
封
蓮
動
の
議
も
起
ら
な
か
つ
た
」
と
い
う
の
は
か
な
ら
ず
し
も
あ
た
ら
な
い
。
七
月
四

日
の
國
家
杜
會
窯
・
新
紀
元
杜
共
催
の
電
車
値
上
反
封
演
読
會
で
は
、
山
根
吾
一
、
山
路
愛
山
、
中
村
太
八
郎
、
山
口
弾
正
、
木
下
街
江
、
田

中
弘
之
助
ら
と
と
も
に
日
本
肚
會
窯
の
片
山
潜
が
演
壇
に
た
つ
て
い
る
。
七
月
九
日
に
は
國
家
肚
會
黛
、
新
紀
元
肚
の
山
根
吾
一
、
木
下
術
江
、

石
川
三
四
郎
ら
と
と
も
に
日
本
杜
會
黛
は
聯
合
演
読
會
を
共
催
し
堺
利
彦
、
森
近
蓮
李
が
演
読
し
て
い
る
。
八
月
十
日
に
は
「
電
車
に
乗
ら
ぬ
同

盟
」
を
つ
く
り
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
し
よ
う
と
い
う
チ
ラ
シ
藪
萬
枚
を
黛
の
有
志
が
静
粛
に
市
内
に
配
布
し
た
。
八
月
二
十
日
に
も
ボ
イ
コ
ッ
ト
の

チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
決
し
て
何
も
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
大
衆
行
動
に
で
な
か
つ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
ま
た
八
月

十
日
の
静
粛
な
る
行
動
も
最
初
は
同
志
敷
十
人
が
赤
旗
を
押
し
た
て
て
隊
を
っ
く
つ
て
行
進
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
つ
た
が
、
警
察
の
い
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
22
）

り
次
第
に
そ
の
計
電
を
縮
少
し
、
最
も
静
粛
な
る
蓮
動
を
な
し
た
の
で
あ
つ
た
。
こ
う
し
た
攣
化
は
「
買
牧
」
に
よ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
一
つ
に

は
三
月
の
反
掛
運
動
で
十
名
の
犠
牲
を
だ
し
た
こ
と
が
原
因
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
た
だ
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
活
濃
な
蓮
動
が
お
こ
せ

な
か
つ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
日
本
杜
會
窯
は
七
月
五
日
の
評
議
員
例
會
で
、
す
で
に
約
束
し
た
七
月
九
日
の
聯
合
演
読
會
以
後
は
他
の
諸
團
髄
と
聯
合
蓮
動
を
し
な
い
こ
と

　
　
　
日
本
肚
會
窯
の
組
織
と
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
　
　
（
一
五
四
九
）



　
　
　
日
本
肚
會
窯
の
組
織
と
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
　
　
　
（
一
五
五
〇
）

を
決
議
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
か
。
窯
が
獅
自
の
反
封
市
民
大
會
を
ひ
ら
こ
う
と
し
た
の
は
、
九
月
十
一
日
の
値
上
げ

が
お
こ
な
わ
れ
る
日
に
お
い
て
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
當
日
降
雨
激
し
く
、
ま
た
兵
力
警
察
力
の
威
塵
は
な
は
だ
し
き
た
め
つ
い
に
開
會
で
き

な
か
つ
た
。
け
つ
き
よ
く
窯
獅
自
の
蓮
動
と
い
え
ば
チ
ラ
シ
を
二
同
配
布
し
た
だ
け
で
他
は
日
本
肚
會
窯
を
の
ぞ
く
諸
團
艦
聯
合
の
市
民
大
會
で

ビ
ラ
を
配
つ
た
り
、
そ
の
大
會
で
「
市
民
」
と
し
て
緊
急
動
議
を
提
出
し
て
議
場
を
混
飢
さ
せ
る
だ
け
で
あ
つ
た
。

　
九
月
五
日
の
本
郷
座
に
お
け
る
市
民
大
會
で
は
、
日
本
杜
會
窯
の
森
近
蓮
李
が
李
土
間
の
中
央
に
起
立
し
、
動
議
を
提
出
し
よ
う
と
し
た
。
芳

野
世
経
會
長
が
躊
躇
し
て
い
る
と
場
内
に
わ
か
れ
て
陣
ど
つ
て
い
た
肚
會
窯
員
は
「
提
出
者
に
理
由
を
読
明
さ
せ
ろ
」
「
市
民
の
意
見
を
獲
表
さ

せ
ろ
」
と
口
々
に
叫
ん
で
つ
い
に
森
近
を
登
壇
さ
せ
た
。
森
近
は
電
車
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
提
案
し
、
市
民
大
會
を
通
過
さ
せ
た
。
五
日
の
市
民
大
會

で
は
主
催
者
側
の
盧
を
つ
き
一
慮
日
本
肚
會
窯
の
謀
は
成
功
し
た
。
し
か
し
九
月
十
一
日
の
第
二
市
民
大
會
で
は
二
度
と
そ
の
手
は
通
用
し
な
か

つ
た
。
こ
の
日
、
森
近
蓮
李
、
堺
利
彦
、
竹
内
善
作
ら
が
「
市
民
」
と
し
て
出
席
し
た
。
森
近
は
前
同
拍
手
を
も
つ
て
通
過
し
た
電
車
ボ
イ
コ
ッ

ト
の
賛
同
を
試
み
ん
と
し
、
演
壇
に
向
つ
た
が
、
會
長
は
登
壇
を
許
さ
な
か
つ
た
。
「
蓋
し
襲
起
人
等
は
肚
會
窯
を
檜
み
（
若
し
く
は
恐
れ
）
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
箆
）

更
に
ボ
イ
コ
ッ
ト
蓮
動
の
決
議
を
爲
す
を
避
け
た
り
し
な
り
」
と
肚
會
主
義
者
は
盧
勢
を
は
つ
て
い
る
が
、
彼
等
は
電
車
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
提
唱
し

な
が
ら
何
等
み
る
べ
き
成
果
を
も
あ
げ
え
ず
、
逆
に
彼
等
は
か
つ
て
の
同
盟
者
か
ら
ボ
イ
コ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。
彼
等
は
退
場
せ
ざ
る
を
え

な
か
つ
た
。
七
月
五
日
、
日
本
肚
會
窯
の
今
後
他
の
諸
團
燈
と
聯
合
蓮
動
し
な
い
と
い
う
評
議
員
會
決
議
は
、
じ
つ
は
他
の
諸
團
醗
か
ら
敬
遠
さ

れ
た
の
を
擬
装
す
る
手
で
は
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
日
本
肚
會
窯
が
こ
の
よ
う
な
消
極
的
な
動
き
し
か
み
せ
な
い
の
を
み
た
皇
室
肚
會
主
義
者
松
本
道
別
は
九
月
五
日
、
日
比
谷
に
市
民
大
會
を
ひ

　
（
盟
）

ら
い
た
。
市
民
の
反
封
氣
勢
は
騒
擾
に
韓
じ
、
五
日
夜
よ
り
、
夜
．
こ
と
に
そ
の
騒
擾
は
烈
し
く
な
り
、
八
日
か
ら
は
電
車
は
日
没
と
と
も
に
蓮
韓

を
中
止
す
る
よ
う
に
な
つ
た
。
五
、
六
、
七
日
の
三
夜
で
五
十
盤
裏
の
電
車
が
破
損
し
、
車
掌
、
運
韓
手
、
警
察
官
五
十
八
名
が
負
傷
し
た
。
検

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

學
さ
れ
た
市
民
は
九
十
籐
名
に
達
し
た
。
こ
れ
だ
け
巷
に
は
市
民
の
反
封
勢
力
が
あ
ふ
れ
て
い
る
の
に
日
本
肚
會
窯
は
こ
れ
に
た
い
し
て
何
等
の



封
策
も
も
た
ず
、
た
だ
傍
観
す
る
の
み
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
も
は
や
活
動
分
子
の
喪
失
と
か
、
か
つ
て
の
同
盟
者
か
ら
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
く
ら
つ
た

た
め
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
読
明
が
つ
か
な
く
な
る
。
三
月
の
犠
牲
の
シ
ョ
ッ
ク
で
、
杜
會
主
義
者
は
「
糞
に
懲
り
て
謄
を
吹
く
」
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
け
つ
き
よ
く
電
車
賃
は
三
鏡
か
ら
五
鈍
に
値
上
げ
さ
れ
た
。

（
1
）
　
『
杜
會
主
義
者
洛
革
』
上
巻
に
よ
れ
ば
、
「
…
…
値
上
問
題
起
ル
ヤ
彼
等
ハ
窯
勢
捜
張
上
機
逸
ス
ヘ
カ
ラ
ス
ト
ナ
シ
反
封
蓮
動
ヲ
執
ル
コ
ト
ニ
決
議
シ
」
（
六

　
　
五
頁
）
と
あ
る
。

　
（
2
）
　
前
揚
『
荊
逆
星
霜
史
』
九
〇
頁

　
（
3
）
　
國
家
杜
會
黛
は
明
治
三
十
八
年
八
月
に
組
織
さ
れ
た
が
「
肚
會
主
義
二
何
等
關
係
ヲ
有
セ
サ
ル
」
も
の
で
あ
つ
た
（
前
掲
『
社
會
主
義
者
沿
革
』
上
巻
一
〇

　
　
頁
）
。

　
（
4
）
　
こ
の
大
會
に
参
加
し
た
人
員
に
つ
い
て
は
『
講
座
現
代
反
翼
制
運
動
史
1
』
（
青
木
書
店
、
昭
和
三
十
五
年
三
月
）
で
は
五
、
O
O
O
名
と
し
て
あ
り
（
一

　
　
三
四
頁
）
、
前
掲
田
中
氏
の
『
幸
徳
秋
水
』
で
は
、
「
あ
い
に
く
の
雨
で
三
四
百
人
し
か
集
ら
な
か
つ
た
」
（
二
九
四
頁
）
と
あ
る
。
本
稿
で
は
一
千
名
と
し
た
が
、

　
　
こ
れ
は
『
光
』
の
記
事
に
從
つ
た
（
「
同
志
の
運
動
」
の
な
か
の
「
電
車
賃
金
値
上
反
封
大
示
威
蓮
動
」
第
一
巻
第
九
號
、
明
治
三
十
九
年
三
月
二
十
日
）
。

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

　
記
事
に
し
た
が
つ
た
。

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

前
掲
『
肚
會
主
義
者
浩
革
』
六
五
頁

前
掲
『
荊
逆
星
霜
史
』
九
二
ー
五
頁

「
蓮
動
基
金
募
集
」
（
週
刊
『
耶
民
新
聞
』
第
六
十
四
號
、
明
治
三
十
八
年
一
月
二
十
九
日
）

拙
稿
「
耶
民
杜
の
財
政
事
情
」

拙
稿
「
耶
民
肚
の
解
散
と
弾
塵
」

『
塞
村
自
傳
』
（
一
二
八
頁
）
に
よ
れ
ば
一
萬
五
千
と
あ
り
、
『
講
座
反
封
制
蓮
動
史
1
』
（
二
一
西
頁
）

前
掲
『
荊
逆
星
霜
史
』
九
六
－
七
頁

「
電
車
値
上
反
罫
兇
徒
聚
集
事
件
判
決
」
（
『
光
』
第
一
巻
第
十
八
號
、
昭
治
三
十
九
年
八
月
五
日
）

『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
九
年
三
月
二
十
四
日

の
o
冒
国
薗
叶
90

同
碧
B
鉾
o
や
o
詳
●
｝
や
一
〇
〇
甲

日
本
杜
會
窯
の
組
織
と
蓮
動

で
は
二
、
O
O
O
名
と
あ
る
も
、
本
稿
は
『
光
』
の

四
七

へ
一
五
五
一
）



　
　
日
本
杜
會
黛
の
組
織
と
蓮
動

（
1
5
）
　
前
掲
『
原
敬
日
記
』
第
二
巻
、
三
二
三
頁

（
1
6
）
　
明
治
三
＋
九
年
七
月
五
日
の
評
議
員
會
で
會
計
主
任
幹
事
堺
利
彦
よ
り
左
の
會
計
報
告
が
あ
つ
た

　
第
一
巻
第
十
七
號
、
明
治
三
十
九
年
七
月
二
十
日
）
。

　
　
△
自
三
月
二
十
四
日
、
至
七
月
三
目
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四
八

（
一
五
五
二
）

（
「
日
本
杜
會
黛
公
報
」
の
な
か
の
「
評
議
員
例
會
」
『
光
』
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（
1
7
）
　
木
下
荷
江
「
鳴
呼
三
月
十
一
日
」
（
『
新
紀
元
』
第
六
號
、
明
治
三
十
九
年
四
月
十
目
）

（
1
8
）
　
前
揚
『
劃
逆
星
霜
史
』
一
一
六
頁

（
1
9
）
　
前
掲
『
吐
會
主
義
者
澹
革
』
上
巻
六
九
ー
七
〇
頁



（
2
0
）
　
堺
は
電
車
値
上
反
封
運
動
の
件
を
議
し
た
八
月
五
目
の
評
議
員
會
に
出
席
し
て
い
る
し
、
八
月
＋
日
の
チ
ラ
シ
配
布
に
も
参
加
し
て
い
る
。
九
月
五
日
の
チ

　
ラ
シ
配
布
、
九
月
＋
一
日
の
市
民
大
會
に
も
出
席
し
て
い
る
。

（
2
1
）
　
前
掲
『
劃
逆
星
霜
史
』
一
一
六
頁

（
2
2
）
　
「
同
志
の
蓮
動
」
の
な
か
の
「
電
車
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
」
（
『
光
』
第
一
巻
第
十
九
號
、
明
治
三
十
九
年
八
月
二
十
日
）

（
2
3
）
　
「
同
志
の
運
動
」
の
な
か
の
一
吾
掌
の
電
車
運
動
」
（
『
光
』
第
一
巻
第
二
十
二
號
、
明
治
三
十
九
年
九
月
二
十
五
目
）
。
荒
畑
氏
は
『
日
本
杜
會
主
義
運
動
史
』

　
（
毎
日
新
聞
肚
、
昭
和
二
＋
三
年
＋
月
）
の
な
か
で
、
肚
會
黛
が
他
の
團
豊
と
連
合
せ
ず
と
し
て
濁
自
の
運
動
を
決
議
し
た
の
も
、
　
こ
う
い
う
事
態
を
豫
見
し
た

　
か
ら
で
あ
つ
て
、
社
會
黛
の
目
が
高
か
つ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
つ
て
い
る
が
（
一
五
八
頁
4
も
し
そ
5
た
と
す
る
と
聯
合
市
民
大
會
へ
わ
ざ
わ
ざ
で
て

　
い
つ
て
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
提
案
し
、
失
敗
の
醜
を
さ
ら
し
た
こ
と
を
ど
う
説
明
し
た
ら
よ
い
か
。
ま
た
蕪
は
な
ぜ
積
極
的
に
市
民
大
會
を
ひ
ら
こ
う
と
し
な
か
つ
た

　
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
「
濁
自
の
運
動
」
の
低
調
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

（
2
4
）
　
前
掲
『
荊
逆
星
霜
史
』
一
一
六
頁

（
2
5
）
　
「
電
車
騒
擾
観
」
（
『
光
』
第
一
巻
第
二
十
一
號
、
明
治
三
十
九
年
九
月
十
五
日
）

四
　
む

す

び

　
わ
が
國
最
初
の
肚
禽
主
義
政
窯
は
西
園
寺
内
閣
の
温
和
な
政
策
の
も
と
で
船
出
し
た
。
杜
會
主
義
者
は
こ
の
切
角
の
結
杜
を
大
切
に
し
て
地
道

に
窯
勢
の
振
張
に
つ
と
め
る
べ
き
で
あ
つ
た
。
結
黛
直
後
も
ち
あ
が
つ
た
電
車
賃
値
上
問
題
に
煎
は
全
力
を
そ
そ
い
で
反
封
運
動
を
展
開
し
た
。

杜
會
主
義
者
に
と
つ
て
他
と
共
同
提
携
が
で
き
た
こ
の
反
封
蓮
動
は
黛
勢
援
張
の
貴
重
な
機
會
で
あ
つ
た
。
し
か
し
功
を
あ
せ
る
彼
等
は
自
分
の

過
激
な
ぺ
！
ス
で
の
み
走
り
、
遅
い
、
逡
巡
し
が
ち
な
同
盟
者
の
こ
と
を
考
え
る
蝕
裕
を
も
た
な
か
つ
た
。
こ
の
こ
と
が
自
ら
を
孤
立
さ
せ
る
結

果
と
な
つ
た
。
孤
立
し
、
よ
う
や
く
政
府
の
墜
力
が
加
わ
り
だ
し
た
と
き
彼
等
の
と
る
道
は
一
歩
さ
が
つ
て
今
一
度
ス
タ
ー
ト
か
ら
地
道
な
歩
み

を
は
じ
め
る
か
、
ま
た
は
孤
立
感
の
焦
躁
と
、
歴
カ
ヘ
の
短
氣
な
反
抗
か
ら
ラ
ジ
カ
ル
な
方
向
を
と
る
か
と
い
う
二
つ
の
道
し
か
な
い
。

日
本
肚
會
掌
の
組
織
と
運
動

四
九

（
一
五
五
三
）


